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Ⅰ　

は
じ
め
に

　
２
０
１
７
年
に
厚
生
労
働
省
は
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
改
革
推
進
本
部
[1]
を
設
置
し
、「
健
康
・
医

療
・
介
護
分
野
の
デ
ー
タ
が
分
散
し
、
相
互
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
必
ず
し
も
現
場

や
産
官
学
の
力
を
引
き
出
し
た
り
、
患
者
・
国

民
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
形
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
評
価
し
、「
健
康
・
医
療
・
介
護

分
野
の
デ
ー
タ
の
有
機
的
連
結
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等

の
技
術
革
新
の
利
活
用
の
推
進
を
目
指
す
」
と

し
た
。〝
ゲ
ノ
ム
医
療
や
Ａ
Ｉ
の
推
進
〞、〝
医

療
・
介
護
現
場
の
情
報
利
活
用
の
推
進
〞、〝
自

身
の
デ
ー
タ
を
日
常
生
活
改
善
等
に
つ
な
げ
る

Ｐ
Ｈ
Ｒ（Personal H

ealth Record

）
の
推

進
〞、
そ
し
て〝
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
効
果
的
な
利

活
用
の
推
進
〞
を
掲
げ
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
（N

ational 

D
ata Base

）・
介
護
Ｄ
Ｂ
・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群

分
類
：Diagnosis Procedure Com

bination
） 

Ｄ
Ｂ
の
連
結
や
、
そ
の
他
連
結
解
析
対
象
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
、
個
人
単
位
化
さ
れ
る
被
保

険
者
番
号
を
活
用
し
た
医
療
等
分
野
の
情
報
連

結
の
仕
組
み
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
は
、
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診

等
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
降
、
Ｄ
Ｂ
）
で

あ
り
、
２
０
０
９
年
か
ら
国
に
よ
る
事
業
で
整

備
さ
れ
、
２
０
１
３
年
か
ら
第
三
者
提
供
が
始

ま
っ
て
い
る
。
介
護
Ｄ
Ｂ
の
元
デ
ー
タ
は
介
護

レ
セ
プ
ト
や
要
介
護
認
定
情
報
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ 

Ｄ

Ｂ
の
元
デ
ー
タ
は
急
性
期
病
院
を
中
心
に
し
た

診
断
群
分
類
に
基
づ
く
主
に
入
院
医
療
費
な
ど

の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
に
よ
る
事
業

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
連
結
解
析
や
第
三
者
提
供
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
公
的
Ｄ

Ｂ
を
行
政
や
研
究
者
利
用
に
留
め
ず
民
間
企
業

等
を
含
め
た
利
活
用
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
。
医

療
介
護
と
い
う
世
界
有
数
の
大
量
デ
ー
タ
を
解

析
す
る
こ
と
で
、
医
薬
品
の
安
全
性
の
向
上
や

治
療
の
質
の
向
上
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
な

ど
の
効
率
的
な
施
策
の
推
進
が
あ
る
。
ま
た
新

た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
保
健

医
療
介
護
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
ら
メ
リ
ッ
ト
を
医
療
の
現
場

や
国
民
が
実
感
を
伴
っ
て
享
受
し
て
い
る
の
か
、

も
し
く
は
で
き
る
の
か
。
そ
の
実
現
に
は
ど
ん

な
課
題
が
あ
る
の
か
考
察
す
る
。
ま
た
課
題
の

解
決
方
法
を
考
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
利
活
用

し
、
機
能
の
拡
充
・
拡
大
を
す
べ
き
な
の
か
を

提
案
し
た
い
。

Ⅱ　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
は
何
か

　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
は
レ
セ
プ
ト
情
報
や
特
定
健
診
等

情
報
Ｄ
Ｂ
の
こ
と
で
、「
全
国
医
療
費
適
正
化

計
画
及
び
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
の
作

成
、
実
施
及
び
評
価
に
資
す
る
た
め
﹇
高
齢
者

の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律 

第
16
条
﹈」
を

根
拠
に
整
備
さ
れ
、
保
有
主
体
は
厚
生
労
働
大

臣
と
な
っ
て
い
る
。

　
デ
ー
タ
元
に
な
っ
て
い
る
レ
セ
プ
ト
情
報
は

件
数
ベ
ー
ス
で
は
99
・
9
％
が
既
に
電
子
化
さ

れ
て
お
り
、
日
本
の
保
険
医
療
の
網
羅
率
と
い

う
点
か
ら
み
れ
ば
十
分
な
状
況
に
あ
る
。
２
０

２
０
年
3
月
時
点
で
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
が
約
１

８
７
億
６
８
０
０
万
件
、
特
定
健
診
・
保
健
指

導
デ
ー
タ
が
約
2
億
８
７
０
０
万
件
[2]
と
な
っ

て
い
る
。
個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
に
つ
い
て

は
匿
名
化
を
実
施
し
な
が
ら
、
個
人
の
診
療
履

歴
は
追
跡
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
根
拠
法
で
あ
る
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」
に

基
づ
く
利
用
で
は
、〝
医
療
費
適
正
化
計
画
の

作
成
〞
や
〝
そ
の
た
め
の
調
査
・
分
析
〞
に
用

い
ら
れ
、
厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県
等
か
ら
公

表
さ
れ
る
。
一
方
で
こ
れ
ら
の
目
的
以
外
で
利

用
す
る
場
合
、
研
究
開
発
独
立
法
人
や
大
学
な

ど
の
研
究
者
ら
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

東北大学 災害科学国際研究所 災害医療情報学分野 准教授
東北大学病院 メディカルITセンター 
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や
学
術
研
究
の
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
研
究
を

行
う
場
合
、
有
識
者
会
議
の
審
査
を
経
て
デ
ー

タ
が
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
２
０
１
５
年
に
「
汎

用
性
が
高
く
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
一
定
程
度
応
え

う
る
基
礎
的
な
集
計
表
を
作
成
し
、
公
表
し
て

い
く
こ
と
が
む
し
ろ
適
当
で
あ
る
」
[3]
と
い
う

提
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
年
10

月
か
ら
Ｎ
Ｄ
Ｂ
を
集
計
し
て
公
表
[4]
す
る
取
組

が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

Ⅲ　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
こ
れ
ま
で

　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
は
、
そ
の
利
活
用
方
法
に
は
い
く
つ

か
の
デ
ー
タ
提
供
方
法
が
あ
り
、
利
活
用
が
促

進
さ
れ
て
い
る
。
表
１
に
そ
の
方
法
を
ま
と
め

た
も
の
を
記
載
す
る
。

　
デ
ー
タ
提
供
は
、
２
０
２
０
年
6
月
17
日
[2]

時
点
の
資
料
で
は
、
３
６
７
件
の
申
し
出
に
対

し
３
０
７
件
が
承
諾
（
２
０
１
９
年
度
時
点
）

さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
と
２
０
１
７
年
は

約
40
件
／
年
、
２
０
１
８
年
と
２
０
１
９
年
は

約
70
件
／
年
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
デ
ー
タ
提

供
先
の
半
数
は
大
学
（
１
５
７
件
）
で
、
そ
れ

以
外
は
国
や
省
庁
、
都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村

で
あ
る
。
そ
の
他
と
し
て
は
３
件
の
実
績
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
成
果
発
表
と
し
て
は
、
２
０
２
０
年

５
月
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
実
績
で
は
２
０
１
７

年
ま
で
に
１
３
８
件
、
２
０
１
８
年
に
は
48
件
、

２
０
２
０
年
５
月
に
は
１
１
９
件
[5]
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
論
文
や
学
会
、
報
告
書

と
い
っ
た
形
式
で
あ
り
、
そ
の
解
析
結
果
が
臨

床
現
場
や
国
民
に
直
接
、
も
し
く
は
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
形
で
還
元
さ
れ
た
か
は
今
後
の
報
告

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
利
用
に
は
オ
ン
サ
イ
ト
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
（
以
降
、
セ
ン
タ
ー
）
を
利
用
す
る
方

法
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
と
は
、「
厚
生
労
働
省

が
指
定
す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
施
設
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
管
理

す
る
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
等
情
報
Ｄ
Ｂ

と
通
信
回
線
で
結
ば
れ
た
端
末
の
利
用
環

境
[6]
」
で
あ
る
。
拠
点
は
３
か
所
あ
り
、
厚
生

労
働
省
と
東
京
大
学
、
京
都
大
学
に
設
置
さ
れ
、

利
用
形
態
は
３
つ
の
方
法
が
あ
る
（
表
２
）。

　
拠
点
の
１
つ
で
あ
る
東
京
大
学
で
の
試
行
結

果
が
あ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
試
験
や
Ｎ
Ｄ
Ｂ

を
用
い
た
研
究
を
重
ね
て
課
題
を
整
理
し
て
い

る
[7]
。
運
用
上
と
端
末
利
用
上
で
の
課
題
と
し

て
、
運
用
コ
ス
ト
と
利
用
環
境
の
リ
ソ
ー
ス
不

足
を
指
摘
。
ま
た
研
究
遂
行
上
の
課
題
と
し
て
、

⑴
レ
セ
プ
ト
の
理
解
、
⑵
Ｓ
Ｑ
Ｌ（Structured 

Q
uery Language

：
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
言
語
の

一
つ
）
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
理
解
、
⑶
臨
床
疫
学

の
経
験
、
⑷
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を
扱
う

応
用
統
計
学
の
知
識
な
ど
の
リ
テ
ラ
シ
ー
問
題

を
指
摘
し
、
ひ
と
り
の
研
究
者
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
体
制
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
。

　
京
都
大
学
は
一
般
開
放
し
な
が
ら
、
セ
ン
タ

ー
の
評
価
を
同
様
に
実
施
し
て
い
る
。
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
試
験
に
お
い
て
認
知
症
に
お
け
る
定

型
抗
精
神
薬
な
ど
の
デ
ー
タ
抽
出
を
行
い
、
２

※厚生労働省保険局医療介護連携政策課　保険システム高度化推進室
（2018 年 2 月 2 日）　 第三者提供の成果物集計についてより

※厚生労働省保険局医療介護連携政策課　保険データ企画室　「NDB の利
用を検討している方へのマニュアル〈オンサイトリサーチセンター編〉」より

表１●NDBからのデータ提供方法と実績（2018年2月時点）

表２●オンサイトリサーチセンターの利用方法

特別抽出 サンプリング
データセット 基本データセット 集計表情報

基本的なイメージ 申出者の要望に
応じ、データベー
スにある全デー
タ の な か か ら、
該当する個票の
情 報 を 抽 出 し、
提供する

探索的研究への
ニーズに対応し、
抽出、匿名化な
どを施して安全
性に十分配慮し
た、単月分のデー
タセット

入院、外来、疾
患別など目的に
合わせて年度ご
とに紐付けが可
能で、簡易に分
析することが可
能なデータセッ
ト

申出者の要望に
応じ、データを
加工して作成し
た集計表を提供
する

提供データ 個票 一部匿名化等を
行った個票

大幅に加工した
個票

集計表

含まれている
データ項目例

レ セ プ ト 情 報、
特定健診等情報
に含まれている、
ほぼすべての項
目

希少な情報があ
らかじめ匿名化・
削除されたレセ
プトデータ

患者の基本属性
情報以外は、主
傷病名、診療識
別情報、要望に
応じたコードな
ど

集計表

データ提供承諾
件数 ( 計 167 件 )

91 件 25 件 2 件 49 件

研究目的での
データ提供承諾

件数
( 計 108 件 )

55 件 22 件 2 件 29 件

方法 期間 公表 持ち出し 外部委託

オンサイトリサーチセン
ターにて解析を終了し、
公表予定の成果物の持ち
出しのみを行う

6か月 必要 可能（公表予定の成果物のみ）
持ち出しの可否は有識者会議での承
認が必要
・使用したデータ
・解析内容・手法
・公表予定物のひな形

不可

オンサイトリサーチセン
ターにて必要なデータの
抽出を行い、抽出された
データをオンサイトリ
サーチセンターから持ち
出し、自施設等の研究室
において解析を行う

6か月 必要 可能（中間生成物のみ）
持ち出しの可否は有識者会議での承
認が必要
・使用したデータ
・解析内容・手法（今後予定してい

る解析内容・手法含む）/ 中間生
成物のひな形（抽出条件・集計表
のひな形等）/中間生成物の形式（個
票・集計表）に応じたセキュリティ
環境

・持ち出された中間生成物は、従来
の第三者提供に準じたレセプト情
報等の利用、保管、管理が必要

・利用期間上限は、原則、持ち出し
た日から２年間

不可
ただし、
自施設等
内の解析
は可

オンサイトリサーチセン
ターでは探索的な解析の
みを行う（成果物は作成
しない）

3か月 不要 不可。ただし、中間生成物の持ち出
しの申出を実施したいと考えた場合、
変更申出を行うことは可能。変更申
出が有識者会議にて承認されるまで、
持ち出し不可

不可
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年
度
分
で
13
億
行
、
50
Ｇ
Ｂ
の
デ
ー
タ
サ
イ
ズ

に
処
理
時
間
を
13
時
間
要
し
た
な
ど
報
告
が
あ

る
[8]
。
課
題
と
し
て
は
東
京
大
学
同
様
に
Ｓ
Ｑ

Ｌ
な
ど
の
工
学
的
要
素
の
必
要
性
や
、
人
的
工

数
が
及
ば
な
い
こ
と
に
ツ
ー
ル
等
の
作
成
に
よ

り
支
援
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

Ⅳ　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
強
み
と
弱
み

　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
は
国
民
皆
保
険
制
度
を
考
え
れ
ば
悉し

っ

皆か
い

デ
ー
タ
で
あ
り
強
み
で
あ
る
。
介
護
Ｄ
Ｂ
や

Ｄ
Ｐ
Ｃ 

Ｄ
Ｂ
と
連
結
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
強
み
を

増
す
こ
と
に
な
る
。
匿
名
化
状
態
で
あ
る
が
未

病
の
健
診
情
報
を
含
め
て
施
設
を
横
断
し
て
追

跡
で
き
る
こ
と
や
、
長
期
の
時
系
列
で
の
変
化

を
追
跡
で
き
る
。
要
介
護
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
情
報
と
連

結
で
き
れ
ば
、
生
活
自
立
度
の
変
化
と
医
療
の

関
係
性
な
ど
分
析
が
進
み
、
健
康
長
寿
の
延
伸

に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
死
亡
情
報

を
使
え
ば
有
病
率
と
死
亡
率
の
関
係
性
も
可
視

化
で
き
る
。
ま
た
医
療
費
や
介
護
費
用
を
算
出

す
る
こ
と
で
、
そ
の
関
係
性
を
考
慮
し
な
が
ら

最
適
な
医
療
介
護
の
在
り
方
を
示
せ
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
こ
れ
ら
Ｄ
Ｂ
に
は
検
査
項
目
は
あ
っ

て
も
検
査
値
は
な
い
。
画
像
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ

て
も
画
像
デ
ー
タ
そ
の
も
の
は
な
い
。
筆
者
は

２
０
１
６
年
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
（
２
万
８
７
６

件
）
を
使
っ
て
、入
院
中
に
合
併
症
（
感
染
症
）

が
発
症
し
た
場
合
の
在
院
日
数
や
死
亡
率
の
違

い
を
調
査
し
た
[9]
。
死
亡
率
は
７
倍
、
平
均
在

院
日
数
は
２
倍
以
上（
表
３
）
に
な
る
な
ど
、医

療
の
質
と
し
て
入
院
中
の
合
併
症
以
外
に
も
ア

ウ
ト
カ
ム
が
有
意
に
低
下
す
る
こ
と
が
可
視
化

で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
臨
床
の
現
場
で
は

医
師
な
ど
は
知
識
・
経
験
上
認
知
し
て
い
る
こ

と
で
あ
り
、
感
覚
値
の
可
視
化
の
範
囲
は
超
え

て
い
な
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
よ
う
な
検
査
値
を
持
た

な
い
デ
ー
タ
解
析
の
限
界
例
で
あ
る
。

　
検
査
値
を
有
す
る
Ｄ
Ｂ
で
、
連
携
が
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
に
Ｍ
Ｉ
Ｄ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
[10]
が
あ
る
。

Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人 

医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
）
ら
が
主
体
と
な
り
薬
の
副
作
用

や
安
全
性
の
調
査
目
的
で
整
備
さ
れ
た
。
筆
者

も
拠
点
病
院
の
構
成
員
と
し
て
構
築
に
携
わ
っ

た
経
緯
も
あ
る
。
２
０
１
９
年
に
は
成
育
医
療

セ
ン
タ
ー
ら
が
進
め
る
「
小
児
と
薬
の
事
業
」

で
集
積
し
た
Ｄ
Ｂ
と
Ｍ
Ｉ
Ｄ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
連
携

利
用
を
実
施
し
た
[11]
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

の
処
方
実
態
を
調
査
し
た
が
、
施
設
特
性
な
ど

を
考
慮
し
な
い
場
合
は
処
方
傾
向
に
差
が
み
ら

れ
な
い
も
の
が
、
例
え
ば
治
療
方
針
が
異
な
る

よ
う
な
小
児
専
門
病
院
や
役
割
の
違
う
施
設
種

別
ご
と
に
分
類
を
行
う
と
処
方
傾
向
の
差
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
４
）。

　
検
査
値
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
多
変
的
な
分
析

が
可
能
と
な
る
が
、
一
方
で
デ
ー
タ
に
は
複
数

施
設
や
複
数
の
治
療
方
針
・
方
法
が
混
在
し
て

い
る
。
単
純
な
連
結
分
析
を
行
う
こ
と
は
、
誤

っ
た
デ
ー
タ
解
析
の
結
果
を
導
き
出
す
恐
れ
が

あ
る
と
い
う
事
例
と
い
え
る
。

Ⅴ　

お
わ
り
に
（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
を

　
　

活
か
す
た
め
の
課
題
）

　
Ｎ
Ｄ
Ｂ
は
そ
の
大
き
さ
と
悉
皆
性
が
強
み
で

も
あ
り
弱
み
で
も
あ
る
。
他
の
Ｄ
Ｂ
連
結
／
連

携
に
よ
り
検
査
値
な
ど
を
補
完
し
て
も
デ
ー
タ

構
造
を
伴
わ
な
け
れ
ば
期
待
し
た
効
果
を
得
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

は
「
量
」「
速
度
」「
種
類
」「
価
値
」
が
必
要
で

あ
る
。
単
に
悉
皆
で
あ
れ
ば
即
ち
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
Ａ
Ｉ
利
用
に
で
す

ら
、
今
日
の
研
究
に
お
い
て
必
ず
し
も
学
習
デ

ー
タ
量
が
多
い
ほ
ど
よ
り
臨
床
で
使
え
る
モ
デ

ル
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
[12]
。
ま

た
例
え
ばw

earable

な
ど
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
連
続
し
て
計
測
さ
れ
る
血
圧
や
睡
眠
時
間

を
加
え
る
な
ど
の
デ
ー
タ
の
多
様
性
や
、
そ
れ

ら
を
受
け
止
め
、
直
ぐ
に
処
理
が
で
き
る
よ
う

な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
価

値
が
発
見
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
分
析

や
情
報
管
理
だ
け
で
な
い
、
い
わ
ば
デ
ー
タ
構

造
と
処
理
プ
ロ
セ
ス
が
伴
っ
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

と
い
え
る
。

　
こ
の
点
で
は
Ｎ
Ｄ
Ｂ
を
核
に
し
た
デ
ー
タ
利

用
は
課
題
多
し
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ま
た

ス
モ
ー
ル
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
個
人
の
長
年
の
蓄

積
情
報
）
に
目
を
向
け
て
も
、
医
療
に
お
け
る

匿
名
化
の
限
界
や
他
の
Ｄ
Ｂ
連
結
に
は
根
拠
法

や
同
意
に
倫
理
的
問
題
が
生
じ
る
な
ど
の
課
題

も
あ
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
定
量
的
に
信
頼
性
の
高
い
デ

ー
タ
の
標
本
数
は
必
ず
し
も
大
量
の
デ
ー
タ
数

で
あ
る
必
要
は
な
い
。
分
析
価
値
を
臨
床
面
か

ら
考
え
、
現
在
の
分
析
技
術
水
準
で
の
標
本
数

が
あ
れ
ば
良
い
。
な
ら
ば
Ｎ
Ｄ
Ｂ
と
親
和
性
の

高
い
医
療
施
設
を
指
定
し
て
、
同
意
管
理
を
行

っ
た
上
で
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
等
を
含
む
問
診
か
ら

専
門
医
の
診
断
や
検
査
値
、
画
像
な
ど
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
連
携
を
行
う
。
ま
た
患
者
の

w
earable

デ
ー
タ
な
ど
の
提
供
を
受
け
て
多

様
性
を
持
た
せ
る
。
こ
う
し
た
前
向
き
研
究
の

要
素
を
加
え
全
体
に
構
造
性
を
持
た
せ
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
セ
ン
タ
ー
報
告
で
も
Ｎ
Ｄ
Ｂ
利
活
用
に
は
工

学
的
要
素
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
医
学
部

に
拘
ら
ず
こ
う
し
た
医
療
施
設
と
連
携
で
き
る

工
学
や
情
報
学
に
強
い
大
学
等
に
セ
ン
タ
ー
を
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設
置
す
る
な
ど
思
い
切
っ
た
対
策
が
必
要
だ
ろ

う
。
ま
た
成
果
は
論
文
等
に
留
ま
ら
ず
、
例
え

ば
患
者
へ
は
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
成

果
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
含
ん
だ
、

新
た
な
価
値
観
に
よ
る
収
集
・
分
析
・
還
元
な

ど
の
循
環
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
そ
れ
が
今
後

の
Ｎ
Ｄ
Ｂ
利
活
用
方
法
に
重
要
な
要
素
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

入院中の感染症なし 入院中の感染症あり P 値

入院数（男 / 女） 10,375/9,999 280/222

死亡（率） 179（0.88％） 36（7.17%） <0.001

在院日数 14.5 ± 5.2 33.2 ± 33.6 <0.001

糖尿病の有無 2,444（12.0%） 90（17.9%） <0.001

※ Susumu Fujii et al,「Infectious disease during hospitalization is the major causative factor for 
prolonged hospitalization: multivariate analysis of diagnosis procedure combination （DPC）data 
of 20,876 cases in Japan」より

※藤井進、「異なるデータベースの連携利用」2019年3月中島・康班合同シンポジウムより　

施設別 年齢区分別 抗インフルエンザ薬処方の有無

抗インフル薬あり　　　抗インフル薬なし

1:0-4 歳

2:5-9 歳
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表３●入院中の感染症があった場合の死亡率と在院日数の比較
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「
診
療
項
目
別
・
増
減
要
因
別
」

に
よ
る
分
析
で
は
、
定
点
的
な
分
析

を
行
う
た
め
期
間
中
に
新
設
ま
た
は

廃
止
と
な
っ
た
医
療
機
関
を
除
き
、

継
続
し
て
電
子
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
請

求
が
あ
っ
た
医
療
機
関
等
（
入
院
に

つ
い
て
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
へ
の
移
行
・
Ｄ
Ｐ

Ｃ
か
ら
の
退
出
あ
る
い
は
1
0
0
床

　
件
数
・
日
数
・
点
数
及
び
診
療
諸

率
（
表
１
）
は
紙
レ
セ
プ
ト
と
電
子

レ
セ
プ
ト
を
あ
わ
せ
た
7
〜
9
月
診

療
分
の
請
求
状
況
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
合
計
の
件
数
は

１
億
4
9
9
0
万
件
で
前
年
同
期
に

比
べ
8
・
14
％
の
減
少
、
点
数
は

3
7
5
1
億
9
3
0
0
万
点
で
2
・

86
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
診
療
諸
率
を
み
る
と
、
1
件
当

た
り
点
数
の
伸
び
率
は
5
・
74
％
の

増
加
、
1
件
当
た
り
日
数
は
0
・
51

％
の
減
少
、
1
日
当
た
り
点
数
は

6
・
28
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
改
定
年
度
の
4

〜
6
月
診
療
分
と
前
年
同
期
分

を
比
較
分
析
の
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
2
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
4
月
か
ら
5
月

に
か
け
て
レ
セ
プ
ト
の
請
求
点

数
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
か

ら
当
該
期
間
は
対
象
と
し
て
い

ま
せ
ん
。
一
方
、
令
和
元
年
10

月
に
お
い
て
も
診
療
報
酬
改
定

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

分
析
は
令
和
2
年
7
〜
9
月
診

療
分
の
3
か
月
間
の
動
向
を
前

年
（
令
和
元
年
）
同
期
分
と
比

較
し
て
い
ま
す
。

表１●件数・日数・点数及び診療諸率（令和2年7〜 9月診療分）

電
子
レ
セ
プ
ト
に

お
け
る
診
療
項
目
別
・

増
減
要
因
別

点
数
等
の
分
析

医
療
費
の
動
向

（
令
和
2
年
7
～
9
月
診
療
分  

医
科
・
歯
科
・
調
剤
）

〜
被
用
者
保
険
等
分
〜

注１ 令和２年７～９月診療分とは、令和２年８～10月審査分のことである。
注２ （　）内は対前年同期伸び率である。
注３ 合計の件数、日数には調剤分が含まれていない。

注４ 訪問看護療養費の点数欄の数値は、金額を点数換算した数値である。
注５ 食事・生活療養費は含まない。
注６ 被用者保険及び公費単独分である。

特集

1日当たり点数

1件当たり日数

1件当たり点数

点　数　（百万点）

日　数　（万日）

調剤 訪問
看護入院 入院外

件　数　（万件）

合計 医科計 歯科

（参考）令和元年度
　対前年度伸び率

14,990
（▲8.14％）

24,465
（▲8.60％）

375,193
（▲2.86％）

2,503
（5.74％）

1.63
（▲0.51％）

1,534
（6.28％）

2.99％

11,677
（▲9.03％）

18,776
（▲9.97％）

259,316
（▲3.88％）

2,221
（5.66％）

1.61
（▲1.03％）

1,381
（6.76％）

2.46％

225
（▲4.33％）

2,470
（▲6.92％）

114,209
（▲3.57％）

50,748
（0.79％）

10.97
（▲2.71％）

4,625
（3.60％）

2.24％

11,452
（▲9.12％）

16,306
（▲10.41％）

145,107
（▲4.12％）

1,267
（5.50％）

1.42
（▲1.42％）

890
（7.02％）

2.63％

3,272
（▲5.09％）

5,409
（▲4.89％）

41,612
（2.39％）

1,272
（7.87％）

1.65
（0.21％）

769
（7.65％）

2.86％

7,129
（▲8.93％）

8,467
（▲11.08％）

71,146
（▲2.96％）

998
（6.56％）

1.19
（▲2.36％）

840
（9.13％）

4.59％

40
（20.40％）

280
（23.95％）

3,119
（24.10％）

7,705
（3.08％）

6.92
（2.95％）

1,113
（0.12％）

16.76％

こ
れ
は
、
比
較
的
請
求
点
数
が
低
い

傾
向
に
あ
る
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科

を
中
心
に
件
数
が
減
少
し
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

令
和
2
年
7
〜
9
月

診
療
分
の
請
求
状
況

　

支
払
基
金
で
は
医
療
保
険
制
度
に
貢
献
す
る
デ
ー
タ
分
析
な
ら
び
に
そ
の
活
用
促
進
を
事
業
目
的
の
一
つ

と
し
て
お
り
、
取
組
の
一
環
と
し
て
、
診
療
報
酬
改
定
の
年
に
電
子
レ
セ
プ
ト
を
対
象
と
し
て
医
療
費
の
動

向
を
分
析
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
令
和
2
年
4
月
の
診
療
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
た
医
療
費
の
動
向

に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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図１●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【医科計】

図２●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【病院入院（ＤＰＣ病院分）】

み
る
と
、「
包
括
評
価
」
の
所
定
点

数
が
0
・
80
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
令
和
2
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
よ
り
、
周
産
期
医
療
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
地
域
医
療
体
制
確

保
加
算
の
新
設
に
伴
い
調
整
係
数
が

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
「
包
括
評
価
」
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
従
来
Ｄ
Ｐ
Ｃ
請
求
以
外
の
レ
セ

プ
ト
で
算
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

診
断
群
分
類
の
新
設
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｐ

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

6.0%

3.0%

0.0%

▲3.0%

▲6.0%

▲9.0%

1.0%

0.5%

0.0%

▲0.5%

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

包括評価
＋0.86％

＋1.30％

＋0.94％

＋0.74％

＋0.32％

▲0.17％
▲0.03％

特定入院料
＋0.36％

入院基本料
＋0.08％

手術 ＋0.06％
入院基本料 ＋0.08％

包括評価
＋0.80％ 包括評価

＋0.62％

包括評価
▲0.16％

コロナ臨時・特定入院料 
＋0.20％

コロナ臨時・入院基本料 
＋0.10％

入院基本料 ＋0.04％
手術 ＋0.05％

手術
▲1.25％

医薬品
▲0.33％

特定器材
▲0.36％

本体
▲4.87％

本体
▲4.87％

算定回数
の変動
▲7.97％

麻酔
▲0.27％
入院基本料
▲0.25％ 特定入院料

▲1.34％

リハビリテーション
＋0.09％

包括評価
▲4.69％

件数 日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
伸び率（％） ▲12.22 ▲10.76 ▲5.55 7.59 5.83

回数以外の
増減要因
＋3.10％

回数以外の
増減要因
＋3.10％

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

4.0%

2.0%

0.0%

▲2.0%

▲4.0%

▲6.0%

0.5%

0.0%

▲0.5%

▲0.07％
▲0.02％

コロナ臨時・
特定入院料　
＋0.07％
コロナ臨時・
入院基本料　
＋0.03％

＋0.71％

＋0.31％

＋0.28％

＋0.42％回数以外の
増減要因
＋1.63％

包括評価 
＋0.25％

特定入院料 
＋0.14％

入院基本料 
＋0.09％

医学管理等 ＋0.06％
再診料 ＋0.05％

初診料
＋0.10％

投薬 ＋0.06％
処置 ▲0.06％

短期滞在手術等基本料
▲0.02％

コロナ
臨時・検査

入院基本料 ＋0.07％

包括評価
＋0.23％

包括評価
＋0.18％

包括評価 ▲0.05％

在宅医療 ＋0.04％

＋0.30％
本体

▲4.12％
本体

▲4.12％ 算定回数
の変動
▲5.75％

初診料
▲1.23％医学管理等 

▲0.24％

投薬 ▲0.41％

在宅医療
＋0.14％

包括評価 
▲1.36％ 特定入院料 ▲0.42％

入院基本料 ▲0.28％

検査
▲0.62％

手術 ▲0.40％
画像診断 ▲0.18％

再診料
▲0.49％

医薬品
▲0.32％

特定器材
▲0.09％

件数
（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲9.55 ▲10.47 ▲4.52 5.56 6.65伸び率

回数以外の
増減要因
＋1.63％

単
位
の
病
床
数
階
級
に
変
更
が
あ
っ

た
医
療
機
関
は
除
く
。）
の
電
子
レ

セ
プ
ト
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
図
中
の
増
減
要
因
の
う

ち
「
所
定
点
数
の
変
動
：
消
費
税
率

引
上
げ
対
応
分
」
は
令
和
元
年
10
月

の
消
費
税
引
上
げ
に
伴
う
対
応
分
を
、

「
新
設
：
コ
ロ
ナ
対
応
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
臨
時

的
な
診
療
報
酬
の
取
扱
い
と
し
て
新

設
さ
れ
た
点
数
分
を
集
計
し
て
い
ま

す
。

◯ 

医
科
計（
図
１
）

　

医
科
計
の
伸
び
率
は
、
本
体
は

4
・
12
％
の
減
少
、
医
薬
品
は
0
・

32
％
の
減
少
、
特
定
器
材
は
0
・

09
％
の
減
少
、
総
計
で
4
・
52
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
本

体
の
要
因
の
う
ち
算
定
回
数
の
変
動

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
診
療

項
目
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
体
で

は
5
・
75
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
受
診
控
え
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

算
定
回
数
以
外
の
増
減
要
因
別

に
み
た
分
析
に
つ
い
て
は
、次
項
か

ら
の
病
院
・
診
療
所
別
、
入
院
・
入

院
外
別
に
解
説
し
ま
す
。

◯ 

病
院
入
院

　
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
分
）（
図
２
）

　
病
院
入
院
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
分
）
を
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Ｃ
請
求
分
の
レ
セ
プ
ト
と
し
て
請
求

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

0
・
62
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取

扱
い
と
し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
と

し
て
、「
特
定
入
院
料
」
で
は
「
ハ

イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理

料
」
等
が
2
0
0
/
1
0
0
ま
た
は

3
0
0
/
1
0
0
相
当
の
点
数
を
算

定
す
る
取
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
、「
入
院
基
本
料
」
で
は
「
救
急

医
療
管
理
加
算
」
に
つ
い
て
患
者
の

状
態
及
び
入
院
す
る
病
床
に
応
じ

た
点
数
及
び
回
数
が
設
定
さ
れ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
0
・
32
％
増
加
し

て
い
ま
す
。

◯ 

病
院
入
院

　
（
一
般
病
院
分
）（
図
３
）

　
病
院
入
院
（
一
般
病
院
分
）
を
み

る
と
、「
入
院
基
本
料
」
の
所
定
点

数
が
0
・
29
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、

働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
る
「
看
護

補
助
加
算
」
の
引
上
げ
等
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、「
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
」
の
所
定
点
数
が
0
・
16
％
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
短
期
滞
在
手
術
等

基
本
料
3
の
対
象
手
術
等
に
お
け
る

平
成
30
年
度
の
平
均
在
院
日
数
を
踏

ま
え
て
評
価
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◯ 

診
療
所
入
院（
図
４
）

　

診
療
所
の
入
院
を
み
る
と
、「
入

院
基
本
料
」、「
手
術
」
の
所
定
点
数

が
そ
れ
ぞ
れ
1
・
94
％
、
0
・
27
％

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
入
院

基
本
料
」
で
の
医
療
従
事
者
の
負
担

軽
減
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
る

「
医
師
配
置
加
算
」、「
有
床
診
療
所

一
般
病
床
初
期
加
算
」
等
の
引
上
げ

に
よ
る
も
の
、「
手
術
」
で
の
「
会
陰

（
膣
壁
）
裂
創
縫
合
術
（
分
娩
時
）」

図３●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【病院入院（一般病院分）】

図４●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【診療所入院】

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

4.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%

▲1.0%

▲2.0%

▲3.0%

▲4.0%

2.0％

1.5％

1.0％

0.5%

0.0%

▲0.5%

算定回数
の変動
▲3.08％

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

回数以外の
増減要因
＋3.61％

回数以外の
増減要因
＋3.61％

＋1.38％

＋2.19％

＋0.02％ ＋0.01％

▲0.00％

＋0.01％

入院基本料
＋1.38％

手術
＋0.27％

入院基本料
＋1.94％

医薬品
▲0.51％特定器材

▲0.15％

本体
＋0.53％

本体
＋0.53％

手術
▲0.25％

医学管理等
▲0.08％

検査
▲0.53％

入院基本料
▲1.54％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲2.92 ▲5.03 ▲0.14 2.87 5.15

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

2.0%

1.0%

0.0%

▲1.0%

▲2.0%

▲3.0%

0.5%

0.0%

▲0.5%

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

回数以外の
増減要因
＋1.04％

特定入院料
＋0.36％

＋0.88％

＋0.09％

＋0.04％

＋0.14％

▲0.12％

＋0.01％

入院基本料
＋0.48％

短期滞在手術等
基本料 ▲0.16％

入院基本料
＋0.29％

短期滞在手術等
基本料 ▲0.11％

短期滞在手術等基本料 ＋0.03％

処置 ▲0.02％

コロナ臨時・検査
＋0.05％

コロナ臨時・
入院基本料
＋0.02％

コロナ臨時・
特定入院料
＋0.08％

入院基本料 ＋0.02％

特定器材
＋0.01％

本体
▲1.27％

本体
▲1.27％

算定回数
の変動
▲2.30％

手術
▲0.14％

その他
＋0.08％

医薬品
▲0.27％

入院基本料
▲1.72％

特定入院料
▲0.29％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲5.76 ▲4.25 ▲1.53 4.49 2.84

回数以外の
増減要因
＋1.04％
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な
ど
周
産
期
医
療
に
係
る
手
術
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

◯ 

病
院
入
院
外（
図
５
）

　
病
院
の
入
院
外
分
を
み
る
と
、
所

定
点
数
の
変
動
の
う
ち
「
投
薬
」
の

増
加
に
つ
い
て
は
「
調
剤
技
術
基
本

料
（
そ
の
他
）」、「
調
剤
料
（
内
服
薬

等
）」
の
引
上
げ
等
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、「
処
置
」
の
所
定
点
数
が

0
・
11
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、「
人

工
腎
臓（
慢
性
維
持
透
析
）」
に
つ
い

て
、
新
た
な
腎
性
貧
血
治
療
薬
で
あ

る
Ｈ
Ｉ
Ｆ
-Ｐ
Ｈ
阻
害
薬
の
処
方
状

況
に
応
じ
た
所
定
点
数
の
見
直
し
等

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、「
新
設
・
コ
ロ
ナ
対
応
」
で

は
「
検
査
」
が
0
・
91
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
一

般
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
呼
ば
れ
る

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
-Ｃ
ｏ
Ｖ
-2
核
酸
検
出

検
査
」
の
実
施
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◯ 

診
療
所
入
院
外（
図
６
）

　
診
療
所
の
入
院
外
分
を
み
る
と
、

所
定
点
数
の
変
動
の
う
ち
「
投
薬
」

の
増
加
に
つ
い
て
は
「
調
剤
料
（
内

服
薬
等
）」、「
調
剤
料
（
外
用
薬
）」、

「
調
剤
技
術
基
本
料
（
そ
の
他
）」
の

引
上
げ
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
処
置
」
の
所
定
点
数
が

0
・
08
％
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
病

院
入
院
外
と
同
様
に
「
人
工
腎
臓

（
慢
性
維
持
透
析
）」
の
評
価
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
な
お
、「
新
設
・
コ
ロ
ナ
対
応
」
で

は
「
検
査
」
が
0
・
19
％
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
病
院
入
院
外
と
同
様
に

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
-Ｃ
ｏ
Ｖ
-2
核
酸
検
出

検
査
」
の
実
施
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

図５●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【病院入院外】

図６●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【診療所入院外】

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

4.0%

2.0%

0.0%

▲2.0%

▲4.0%

▲6.0%

▲8.0%

0.6%

0.4%

0.2%

0.0%

▲0.2%

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

特定器材
＋0.01％

医薬品
▲0.74％

本体
▲5.62％

本体
▲5.62％

算定回数
の変動
▲6.48％

在宅医療
＋0.34％

初診料
▲3.02％

再診料
▲1.08％

検査 ▲0.82％

投薬
▲0.99％

医学管理等
▲0.55％

回数以外の
増減要因
＋0.86％

コロナ臨時・医学管理等
＋0.02％

＋0.56％

＋0.05％

＋0.07％

＋0.23％

▲0.00％
▲0.03％

医学管理等
＋0.17％

在宅医療 ＋0.02％

再診料
＋0.11％

初診料
＋0.25％

処置
▲0.08％

投薬
＋0.12％

検査
＋0.02％

在宅医療 ＋0.03％
医学管理等 ＋0.03％

コロナ臨時・
検査

＋0.19％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲9.56 ▲11.05 ▲6.35 3.55 5.29

回数以外の
増減要因
＋0.86％

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

2.0%

1.0%

0.0%

▲1.0%

▲2.0%

▲3.0%

▲4.0%

0.5%

0.0%

▲0.5%

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

コロナ臨時・
医学管理等
＋0.02％ ＋0.14％

▲0.05％

＋0.15％

▲0.01％

＋0.01％

医学管理等
＋0.02％

再診料
＋0.05％

初診料 ＋0.06％
処置 ▲0.11％

投薬 ＋0.07％
在宅医療 ＋0.09％

コロナ臨時・
検査

＋0.91％

回数以外の
増減要因
＋1.17％

手術 ▲0.03％

医学管理等 ＋0.03％

＋0.93％

初診料
▲0.75％

在宅医療
＋0.09％

特定器材
＋0.04％ 医薬品

＋0.27％

本体
▲2.60％

本体
▲2.60％

算定回数
の変動
▲3.77％

再診料
▲0.49％

医学管理等
▲0.15％

画像診断
▲0.50％

検査
▲1.19％

投薬
▲0.27％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲9.54 ▲10.35 ▲2.29 8.01 8.99

回数以外の
増減要因
＋1.17％
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◯ 
歯
科（
図
７
）

　

歯
科
の
伸
び
率
は
、
本
体
は
1
・

68
％
の
増
加
、
医
薬
品
は
0
・
02
％

の
増
加
、
特
定
器
材
は
0
・
01
％
の

減
少
、
総
計
で
1
・
69
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
受
診
控

え
の
影
響
に
よ
り
算
定
回
数
の
変
動

で
は
減
少
し
て
い
る
一
方
、「
そ
の

他
」
の
「
歯
冠
修
復
及
び
欠
損
補

綴
」
で
は
令
和
2
年
7
月
の
歯
科
用

貴
金
属
価
格
の
随
時
改
定
等
、「
医

学
管
理
等
」
で
は
歯
科
疾
患
管
理
料

に
係
る
「
長
期
管
理
加
算
」
の
新
設

の
影
響
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

◯ 

調
剤
（
図
８
）

　

調
剤
の
伸
び
率
は
、
本
体
は
2
・

05
％
の
減
少
、
医
薬
品
は
1
・
61
％

の
減
少
、
特
定
器
材
は
0
・
01
％
の

増
加
、
総
計
で
3
・
65
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
定
点
数
の
変
動
に
つ
い
て
は
、

「
内
服
薬
調
剤
料
」の
点
数
が
引
下
げ

ら
れ
た
も
の
の
、「
薬
学
管
理
料
等
」

が
「
薬
剤
服
用
歴
管
理
指
導
料
」
の

要
件
見
直
し
、「
調
剤
基
本
料
」
が

「
地
域
支
援
体
制
加
算
」の
引
上
げ
に

よ
り
0
・
16
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
受
診

控
え
に
よ
り
調
剤
行
為
の
算
定
回
数

も
減
少
し
た
た
め
、
調
剤
全
体
と
し

て
は
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◯ 

医
薬
品（
図
９
）

　
医
薬
品
全
体
の
伸
び
を
注
射
薬
の

影
響
、
内
服
薬
の
影
響
、
外
用
薬
の

影
響
等
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
の
増
減

要
因
を
薬
価
の
変
動
等
、
７
つ
の
要

因
に
分
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

「
販
売
開
始
：
新
薬
」
は
令
和
元
年

10
月
以
降
に
販
売
開
始
さ
れ
た
医
薬

品
の
う
ち
新
規
の
成
分
に
係
る
点
数

分
を
、「
販
売
開
始
：
規
格
追
加
等
」

図７●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【歯科】

図８●診療項目別・増減要因別点数の伸び率【調剤】
要因分析対象電子レセプト分

令和２年７～９月診療分

2.0%

1.0%

0.0%

▲1.0%

▲2.0%

▲3.0%

▲4.0%

0.3%

0.2%

0.1%

0.0%

▲0.1%

▲0.2％

本体

その他
その他

所定点数の変動
新設

本 体総 計
廃止消費税率

引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

＋0.16％

＋0.16％

▲0.00％ ▲0.00％

＋0.00％

調剤料加算
＋0.03％

調剤基本料
＋0.13％

薬学管理料
＋0.18％

調剤基本料
＋0.14％

調剤料
▲0.17％

回数以外の
増減要因
＋0.32％

調剤基本料
▲0.65％

特定器材
＋0.01％

医薬品
▲1.61％

本体
▲2.05％

本体
▲2.05％

算定回数
の変動
▲2.37％

調剤料
▲0.69％

薬学管理料
▲0.76％

調剤料加算 ▲0.26％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
 ▲9.81 ▲11.99 ▲3.65 6.83 9.47

回数以外の
増減要因
＋0.32％

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

8.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%

▲2.0%

▲4.0%

▲6.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%

▲1.0%

本体

その他
その他

所定点数の変動 新設本 体総 計
廃止

コロナ対応　改定分消費税率
引上げ対応分

算定回数の
変動

回数以外の
増減要因

増減要因

回数以外の
増減要因
＋7.26％

＋0.92％ ＋0.63％

＋2.32％

＋0.01％

▲0.00％

＋3.38％

歯冠修復及び
欠損補綴
＋0.17％

歯冠修復及び
欠損補綴
＋0.10％

再診料
＋0.32％
初診料

＋0.44％
医学管理等
▲0.46％ 初診料 ＋0.30％

再診料 ＋0.21％

処置
＋0.35％

処置 ＋0.18％

医学管理等
＋2.07％

歯冠修復
及び

欠損補綴
＋3.38％

算定回数
の変動
▲5.58％

医薬品
＋0.02％

特定器材
▲0.01％

本体
＋1.68％

本体
＋1.68％

初診料
▲0.59％

再診料
▲0.32％
医学管理等
▲0.36％

歯冠修復
及び

欠損補綴
▲3.23％

処置
▲0.63％

件数
伸び率（％）

日数 点数 １件当たり点数 １日当たり点数
▲5.67 ▲5.60 1.69 7.80 7.72

回数以外の
増減要因
＋7.26％

10月刊基金 April 2021



は
令
和
元
年
10
月
以
降
に
販
売
開
始

さ
れ
た
医
薬
品
の
う
ち
、
剤
形
、
規

格
単
位
等
が
追
加
さ
れ
た
医
薬
品
な

ど
新
薬
以
外
に
係
る
点
数
分
を
集
計

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
こ
れ
を
み
る
と
、
所
定
点
数
の
変

動
の
う
ち
「
そ
の
他
」
は
令
和
元
年

10
月
と
令
和
2
年
4
月
の
薬
価
改
定

の
影
響
に
よ
り
、「
内
服
薬
」、「
外
用

薬
」、「
注
射
薬
」
の
い
ず
れ
も
減
少

し
て
い
る
の
に
対
し
、
数
量
の
変
動

に
つ
い
て
は
「
注
射
薬
」
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
令
和
元
年
９

月
に
販
売
開
始
さ
れ
た
ユ
ル
ト
ミ
リ

ス
点
滴
静
注
や
適
応
症
例
が
追
加
さ

れ
た
ヘ
ム
ラ
イ
ブ
ラ
皮
下
注
な
ど
の

高
額
医
薬
品
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

◯ 

医
薬
品
の
使
用
状
況（
図
10
）

　
医
薬
品
の
使
用
状
況
を
医
薬
品
全

体
で
み
る
と
、
注
射
薬
が
32
・
9
％
、

内
服
薬
が
57
・
5
％
、
外
用
薬
が

9
・
5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
と
お
り
薬
価
は
全
体
的
に

引
下
げ
と
な
っ
た
も
の
の
、
注
射
薬

の
伸
び
率
は
増
加
し
て
お
り
、
構
成

割
合
で
は
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
代

謝
性
医
薬
品
」
や
「
血
液
製
剤
類
」

の
伸
び
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
令
和
2
年
7
〜

9
月
診
療
分
の
医
療
費
の
動
向
で
は
、

こ
の
他
に
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
受
診
動
向
」、

「
薬
価
階
級
別
の
数
量
変
動
に
よ
る

伸
び
率
へ
の
影
響
」、「
後
発
医
薬
品

の
使
用
割
合
」
等
に
つ
い
て
も
分
析

を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
結
果

に
つ
い
て
は
支
払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

要因分析対象電子レセプト分　令和２年７～９月診療分

0.5%

0.0%

▲0.5%

▲1.0%

▲1.5%

注射薬　32.9％ 内服薬　57.5％ 外用薬 9.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医薬品計

▲0.54％

その他の腫瘍用薬
＋0.9％
［7.2％］

外用薬
▲0.16％

内服薬
▲0.63％

注射薬 ＋0.25％

その他　＋0.01％ 血液製剤類
＋6.1％
［3.6％］

その他
＋1.9％

［14.6％］

その他の
腫瘍用薬

＋8.3％［5.9％］

糖尿病用剤
＋2.9％
［4.9％］

他に分類されない
代謝性医薬品

＋3.8％［4.3％］

他に分類されない
代謝性医薬品

＋10.0％［5.5％］ ▲0.1％［2.1％］

精神神経用剤
▲3.1％［4.7％］

その他のアレルギー用薬
▲12.7％［3.3％］

高脂血症用剤
▲14.6％

［2.4％］

血圧降下剤
▲8.9％
［3.1％］

消化性潰瘍用剤
▲2.1％

［2.6％］
その他の中枢神経系用薬

＋4.5％
［2.1％］

その他
▲7.2％

［21.5％］
眼科用剤

＋1.6％
［2.1％］

その他
▲8.7％
［7.4％］

その他のホルモン剤
（抗ホルモン剤を含む。）

抗ウイルス剤
▲13.7％

［2.7％］

図10●医薬品の使用状況【医薬品計】

要因分析対象電子レセプト分
令和２年７～９月診療分

増減要因

その他
規格追加等

販売開始
廃止 数量の変動

新薬その他

所定点数の変動
消費税率
引上げ対応分

医薬品計

1.0%

0.5%

0.0%

▲0.5%

▲1.0%

▲1.5%

▲2.0%

▲2.5%

＋0.52％

＋0.12％

＋0.42％

▲1.85％

▲0.54％

＋0.00％

＋0.32％注射薬 ＋0.06％

▲0.06％

注射薬
＋0.13％

内服薬
＋0.24％

注射薬
＋0.47％

外用薬 ▲0.10％

注射薬
＋0.14％

内服薬
＋0.27％

注射薬
＋0.25％

外用薬
▲0.16％

注射薬
▲0.54％

外用薬 ▲0.20％

内服薬
▲1.11％

内服薬
▲0.63％

医薬品を算定して
いるレセプト
１件当たり

医薬品に係る点数

点数総計に対する
医薬品に係る
点数変動の伸び率

医薬品に
係る点数

医薬品を算定
している
レセプト件数

▲11.40 ▲2.22 ▲0.54 10.36伸び率（％）

図９●医薬品の増減要因別　点数の伸び率【医薬品計】

資料掲載箇所
医療費の動向「令和２年7月から9月診療分の医療費の動向（医科・歯科・調
剤）」は支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）に掲載しています。
トップページ → 統計情報 → 医療費分析

注１ 左図は令和元年7～9月診療分に対する令和2年7～9月診療分の点数の伸び率である。
注２ 右図の％は令和2年7～9月診療分における各項目の点数の伸び率、［％］は点数の構成割合を示している。
注３ DPC請求分については、出来高で請求された医薬品を対象としている。

注　ＤＰＣ請求分については、出来高で請求された医薬品を対象としている。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　
「
や
り
が
い
が
大
き
い
」
と
の
理
由
か
ら
、

私
が
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
親
は
医
学
の
道

に
進
め
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
反
発
心
も
あ
り
高
校
は
進
学
ク
ラ
ス
の

理
数
科
に
進
み
、
当
時
の
小
説
「
黒
部
の
太

陽
」
の
影
響
も
受
け
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
建

築
な
ど
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
親
は

大
反
対
で
し
た
。

　

私
は
島
根
県
の
隠
岐
の
島
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。

　

あ
る
頃
か
ら
、
こ
の
島
に
あ
る
病
院
の
医

師
が
毎
日
の
よ
う
に
私
の
自
宅
を
訪
れ
、
医

師
の
仕
事
の
大
切
さ
を
何
回
も
聞
か
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
が
付
く
と
、
人
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
関
わ
る
一

生
の
仕
事
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

初
め
て
看
取
っ
た
白
血
病
の
患
者
さ
ん
の

こ
と
で
す
。
未
来
の
あ
る
若
い
患
者
さ
ん
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、何
と
か
助
け
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
思
い
が
未
だ
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
気
管
支
鏡
を
発
明
さ
れ
ま

し
た
旧
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
池
田
茂
人
先

生
の
も
と
で
そ
の
技
術
を
習
得
後
に
大
学
に

戻
り
、
肺
の
扁
平
上
皮
が
ん
の
患
者
さ
ん
の

主
治
医
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の

患
者
さ
ん
が
夜
中
に
大
出
血
を
起
こ
し
ま
し

た
が
、
習
得
し
た
気
管
支
鏡
の
手
技
に
よ
り
、

病
室
で
大
出
血
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
患

者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
止
血

で
き
た
喜
び
と
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の

笑
顔
は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
は

　

前
審
査
委
員
長
の
松
崎
正
一
先
生
は
、
大

学
時
代
か
ら
の
教
室
の
大
先
輩
で
あ
り
、
審

査
に
情
熱
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

大
先
輩
が
審
査
委
員
長
に
就
任
す
る
際
に
、

私
に
副
審
査
委
員
長
の
要
請
が
あ
り
、
引
き

受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

松
崎
先
生
と
一
緒
に
審
査
委
員
会
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
松
崎
先
生
は
残
念
な

が
ら
任
期
中
に
ご
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
松
崎
先
生
が
闘
病
中
に
審
査
委
員
長
を

辞
め
る
と
言
わ
れ
た
時
、「
先
生
が
辞
め
る
時

は
私
も
一
緒
で
す
」
と
い
う
私
の
思
い
に
対

し
て
、「
俺
の
遺
言
だ
。
受
け
ろ
」
と
言
わ
れ

続
け
、
ず
っ
と
固
辞
し
て
い
た
の
で
す
が
、大

先
輩
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
審
査
委
員
長
と
な

り
ま
し
た
。

―
―
で
き
る
だ
け
多
く
の
医
師
は
審
査
委
員

の
経
験
を

　

わ
れ
わ
れ
保
険
医
の
責
務
と
し
て
、「
保
険

医
療
機
関
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
保
険

医
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
健
康
保
険
の
診
療
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」（
健
康
保
険
法
第
72
条
抜
粋
）

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

が
大
学
の
医
局
で
走
り
回
っ
て
い
た
若
い
頃

は
、
療
養
担
当
規
則
や
保
険
診
療
ル
ー
ル
に

関
心
が
薄
く
、
今
思
え
ば
、
査
定
の
多
く
は

保
険
診
療
に
熟
知
し
て
い
れ
ば
避
け
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

審
査
委
員
に
な
り
た
て
の
頃
は
、
診
療
報

酬
点
数
表
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
詳
し
く

知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
覚
え
る
こ
と

が
多
く
、
ま
た
、医
療
の
個
別
性
と
保
険
診
療

と
の
折
り
合
い
等
、
審
査
は
非
常
に
大
変
で

し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
保
険
診
療
ル
ー
ル

で
き
る
だ
け
多
く
の
医
師
が
審
査
委
員
を

経
験
す
る
ル
ー
ル
を
つ
く
る
べ
き

早
川 

喜
弘　
埼
玉
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

　審査委員長に伺いました。
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を
覚
え
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
、私
に
と
っ

て
こ
れ
以
上
な
い
財
産
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

医
師
が
保
険
診
療
ル
ー
ル
を
良
く
理
解
し
、

誤
っ
た
解
釈
に
基
づ
い
て
請
求
し
な
い
た
め

に
も
、
審
査
支
払
機
関
の
審
査
委
員
を
一
度

は
経
験
す
る
と
い
う
仕
組
み
の
構
築
を
、
私

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
、
県
医
師
会
に
幾
度

と
な
く
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
研

修
医
に
保
険
診
療
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
教

え
る
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
で
す
。
是
非
と

も
支
払
基
金
と
厚
生
労
働
省
が
協
力
し
て
進

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
差
異
解
消
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

　

埼
玉
支
部
で
は
、
主
任
審
査
委
員
の
審
査

関
係
業
務
の
的
確
な
管
理
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
各
科
の
主
任
が
参
加
す
る
「
主

任
研
究
会
」
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
審

査
委
員
間
の
差
異
に
つ
い
て
も
そ
こ
で
話
し

合
い
、
合
意
事
項
と
し
て
「
審
査
委
員
長
メ

モ
」
と
い
う
形
で
取
り
ま
と
め
、
差
異
の
解

消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
合
意
事
項
や
取
決
事
項
等
は
、

年
２
回
開
催
し
て
い
る
国
保
連
合
会
と
の
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
、
審
査
支
払
機
関
の
差

異
解
消
に
向
け
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

そ
の
提
案
結
果
は
、
県
医
師
会
が
毎
月
発
刊

し
て
い
る
雑
誌
や
、
診
療
報
酬
改
定
に
あ
わ

せ
て
発
刊
し
て
い
る
「
保
険
診
療
上
の
留
意

事
項
」
と
い
う
会
報
に
も
掲
載
し
、
当
該
情

報
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
と
職
員
と
の
連
携
は
い
か
が

で
す
か

　

職
員
に
は
、
直
接
審
査
委
員
と
会
っ
て
対

話
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
お
互
い
の
性
格
も
分
か
り
信
頼
感

も
培
わ
れ
る
の
で
、
電
話
な
ど
よ
り
も
重
視

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
頻
繁
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
職
員
は
、
審

査
事
務
能
力
が
格
段
に
伸
び
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
に
お
願
い
し
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

医
療
機
関
の
皆
様
方
に
は
、
保
険
診
療
の

適
正
な
運
用
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

保
険
診
療
と
し
て
診
療
報
酬
が
支
払
わ
れ

る
に
は
、
療
養
担
当
規
則
を
遵
守
し
て
適
切

な
診
療
を
行
い
、
診
療
報
酬
点
数
表
を
基
に

請
求
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
保
険
上
の
ル
ー
ル
を
正
し
く

理
解
し
、
勉
強
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
面
接
懇
談
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。

　

保
険
者
の
皆
様
方
に
は
、
再
審
査
請
求
に

お
け
る
紳
士
協
定
も
良
く
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
医
療
保
険
制
度
の
あ
り
方

に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

国
民
医
療
費
の
膨
張
が
続
い
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
国
民
皆
保
険
制
度
は
破
綻
す
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
審
査
委
員
会
に
お
い
て

は
、
公
的
医
療
保
険
制
度
の
機
能
を
守
る
た

め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
も
活
用
し

つ
つ
適
正
な
審
査
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
医

療
機
関
に
お
い
て
も
、
年
齢
や
傾
向
的
な

も
の
が
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
す
る
よ
う
な
も
の
が
あ

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
国
民
が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
安
定
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
大
切
な
制
度
を
途

絶
え
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

医
療
を
提
供
す
る
診
療
側
と
、
医
療
費
を
支

え
る
保
険
者
等
の
支
払
側
と
で
、
こ
の
制
度

を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
審
査
委
員
は
医
師
で
あ
り
、
医

療
提
供
側
で
は
あ
り
ま
す
が
、
公
正
・
公
平

な
立
場
で
保
険
請
求
を
堅
持
す
る
た
め
、
審

査
委
員
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
支
払
基
金
と

共
に
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

―
―
体
を
動
か
す
こ
と
は
大
事

　

学
生
時
代
か
ら
テ
ニ
ス
を
続
け
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
仕
事
の
合
間
に
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
お
り
、
日
本
シ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン

も
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
コ
ー
ス
委

員
長
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　

60
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
前
半
の
日
本
ゴ

ル
フ
界
を
け
ん
引
し
た
「
和
製
ビ
ッ
グ
３
」

と
称
さ
れ
た
一
人
、
杉
本
英
世
氏
の
主
治
医

を
し
て
い
た
縁
も
あ
り
、私
が
主
催
す
る
プ
ロ

ア
マ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
年
２
回
ほ
ど
開
催
し
、

杉
本
氏
と
一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
の
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
大
好

き
で
、
10
メ
ー
ト
ル
近
い
素
潜
り
や
、
隣
の

島
ま
で
遠
泳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
隠

岐
の
島
の
自
然
と
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
時
に
培
わ
れ
た
体
力
や
健
康
の
貯
金
が
今

も
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
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Topics 1

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
集
中
改
革
プ
ラ
ン
へ
の
対
応

や
N
D
B
（
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
等
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
関
連
事
業
の
受
託
に
向
け
、

支
払
基
金
が
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
た

め
新
た
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
担
う
専
任
組
織
を

立
ち
上
げ
、
本
年
3
月
末
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
や
特
定
健
診
情
報
の
提
供
、
10
月
か

ら
の
薬
剤
・
医
療
費
情
報
の
提
供
な
ど
、
保
健

医
療
情
報
等
の
活
用
に
関
す
る
事
業
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
本
事
業
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。（
図
表
１
）

　
　
　

審
査
事
務
集
約
化
計
画

工
程
表
に
係
る
取
組

審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築

●
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

　
本
年
９
月
か
ら
、
受
付
・
審
査
・
支
払
の
業

　
支
払
基
金
は
令
和
4
年
10
月
に
全
国
14
か
所

の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
・
分
室
に
審
査
事
務
を

集
約
し
、
審
査
業
務
の
効
率
化
お
よ
び
審
査
結

果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
2
年
3
月
に
は
審
査
事
務
集
約
化
ま
で

の
工
程
と
そ
の
前
提
と
な
る
各
種
改
革
の
取
組

に
関
す
る
「
審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
」

を
策
定
し
、
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
3
事
業
年
度
の
事
業
計
画
は
、
こ
の
審

査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
に
沿
っ
て
支
払
基

金
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
大
き

な
柱
に
掲
げ
て
お
り
、
審
査
事
務
集
約
後
の
具

体
像
や
支
払
基
金
の
未
来
の
形
を
創
り
上
げ
る

た
め
、
次
の
３
つ
を
重
要
な
視
点
と
し
て
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
第
一
に
、
今
年
度
を
、
昨
年
度
に
固
め
た
改

革
の
枠
組
み
を
具
体
化
し
て
い
く
「
具
体
像
を

彫
る
年
」
と
位
置
づ
け
、
審
査
事
務
集
約
後
の

組
織
体
制
に
応
じ
た
人
事
制
度
や
審
査
事
務
体

制
等
の
詳
細
の
検
討
な
ど
、
集
約
に
向
け
た
諸

準
備
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
第
二
に
、
審
査
委
員
と
職
員
に
よ
る
在
宅
審

査
・
在
宅
審
査
事
務
を
試
行
的
に
実
施
し
、
検

証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時

に
は
審
査
時
間
の
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
緊
急
事
態
時
に
お
け
る
審
査

時
間
の
確
保
や
審
査
事
務
集
約
後
に
想
定
さ
れ

る
職
員
の
長
時
間
通
勤
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
在
宅
勤
務
と
事
務
所
勤
務
を
併

せ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

　
第
三
に
、
デ
ー
タ
分
析
等
に
関
す
る
業
務
の

追
加
等
が
法
的
に
措
置
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
業
務
を
本
格
的
に
展
開
す
る
こ

務
単
位
で
の
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
（
機
能
分
解
）」

に
よ
り
、
審
査
事
務
集
約
や
診
療
報
酬
改
定
な

ど
の
業
務
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
可
能
と
し

た
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
新
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
。）
を
稼
働
さ
せ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
4
年
10
月
の
審
査
事
務

集
約
に
向
け
、
他
の
都
道
府
県
の
レ
セ
プ
ト
で

あ
っ
て
も
審
査
事
務
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
審
査
委
員
と
職
員
間
で
同
時
に
レ
セ
プ
ト

を
閲
覧
で
き
る
機
能
や
メ
モ
機
能
を
実
装
す
る

こ
と
に
よ
り
、
審
査
委
員
と
職
員
が
遠
隔
地
で

も
効
率
的
に
連
携
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

●
A
I
に
よ
る
振
分
け
と

　
自
動
的
な
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能

　
新
シ
ス
テ
ム
に
は
A
I
に
よ
り
、
過
去
の
審

査
結
果
に
基
づ
き
人
に
よ
る
審
査
を
必
要
と
す

る
レ
セ
プ
ト
と
必
要
と
し
な
い
レ
セ
プ
ト
に
振

り
分
け
る
機
能
を
実
装
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

稼
働
後
2
年
以
内
に
は
レ
セ
プ
ト
全
体
の
9
割

程
度
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る

こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
に
実
装
す
る
自
動
的
な

レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
に
よ
り
、
審
査
結
果
の

差
異
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

医
学
的
判
断
に
係
る
差
異
が
見
ら
れ
た
事
例
に

つ
い
て
単
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
差
異
が
あ
る
場
合

は
、
差
異
が
見
ら
れ
る
支
部
が
属
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
の
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
※
１
に
お
い
て
検
討
し
、
全

令
和
3
事
業
年
度
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

事
業
計
画
を
策
定
―「
支
払
基
金
改
革
の
着
実
な
推
進
」に
向
け
て
―

　
「
令
和
3
事
業
年
度
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
事
業
計
画
」
は
令
和
3
年
2
月
22
日
の
理
事
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、「
令

和
3
事
業
年
度
審
査
支
払
会
計
収
入
支
出
予
算
」
と
併
せ
て
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

14月刊基金 April 2021



Topics 1

国
的
な
差
異
が
あ
る
場
合
は
、
本
部
検
討
会
に

お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
差
異
の
解
消
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
統
一
さ
れ
た
事
例
は
新

た
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
設
定
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
精
緻
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
既
に
審
査
に
お
け

る
取
扱
い
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
、
審
査
の
一

般
的
な
取
扱
い
28
事
例
※
２
お
よ
び
審
査
情
報
提

供
82
事
例
に
つ
い
て
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
１　
診
療
科
別
W
G
：
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
差
異
解
消
の
た
め
、

中
核
6
支
部
に
内
科
、
外
科
、
そ
の
他
診
療
科
お
よ
び
歯

科
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
。
都
道
府

県
の
審
査
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

※
２　
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
事
例
：
本
部
に
設
置
し
て

い
る
「
審
査
の
一
般
的
な
取
扱
い
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

で
協
議
の
上
、
全
国
で
審
査
基
準
を
統
一
し
た
事
例　

●
既
存
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
見
直
し

　
既
存
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
ま
で
に
支
部
点
検
条

件
を
本
部
集
約
ま
た
は
廃
止
し
、
全
国
統
一
的

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
ま
す
。

（
図
表
２
）

●
統
一
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
設
定

　
原
審
査
時
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が
な

く
、
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
ま
た
は
職
員
の
疑

義
に
よ
る
査
定
箇
所
が
1
年
間
で
1
0
0
0
を

超
え
、
か
つ
該
当
支
部
が
40
を
超
え
る
医
薬

品
・
診
療
行
為
に
つ
い
て
分
析
を
実
施
し
、
順

※
３　
A
S
P
機
能
：
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
請
求
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
受
付
前
に
記
録
条

件
仕
様
等
に
合
致
し
て
い
な
い
一
定
の
レ
セ
プ
ト
を
そ
の

段
階
で
保
険
医
療
機
関
等
に
結
果
を
返
し
、
同
月
内
に
確

認
、
修
正
お
よ
び
再
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
仕
組

み
次
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
の
設
定
を
行

い
ま
す
。

●
A
S
P
機
能
の
拡
充

　
医
療
機
関
等
に
お
い

て
請
求
前
の
段
階
で
レ

セ
プ
ト
の
エ
ラ
ー
を
修

正
す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
A
S
P

機
能
※
３
に
搭
載
さ
れ

て
い
な
い
記
載
不
備

チ
ェ
ッ
ク
や
、
告
示
・

通
知
に
基
づ
く
チ
ェ
ッ

ク
に
つ
い
て
診
療
担
当

者
団
体
の
理
解
を
得
な

が
ら
拡
充
し
て
い
く
と

と
も
に
、
公
開
し
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

事
例
の
搭
載
な
ど
さ
ら

な
る
拡
充
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。

○審査支払新システムの構築
　（審査支払新システムの稼働等、AI によるレセプト振分け機能の実装、自動的なレポーティング機能の導入、既存
　のコンピュータチェックの見直し、統一的なコンピュータチェックルールの設定、医療機関等において請求前の段
　階でレセプトのエラーを修正する仕組みの拡充、審査委員と職員の連携）　
○審査結果の不合理な差異解消の取組
　（審査事務体制の検討、ブロックでの診療科別WGによる差異の事例の検討と統一化、審査の一般的な取扱いの公
　表促進、医療顧問の新たな勤務体制の確立、本部審査の拡大）
○業務棚卸し等による効率化の推進
　（業務処理の標準化、徹底的な既存業務の棚卸しの実施、電子による請求関係帳票の活用推進）
○組織・定員
　（職員定員の見直し、事務組織の見直し、在宅審査・在宅審査事務の検討、人事制度改革、人事評価制度の見直し、
　組織風土改革の推進）　
○集約拠点の事務所の確保及び既存事務所の活用等

第 2　審査事務集約化
　　   計画工程表に係
         る取組

○データヘルスの基盤整備と運用
　（データヘルス業務の本格展開に向けた体制整備　等）
○データヘルス集中改革プランへの対応
　（全国で医療情報を確認できる仕組みの拡大、電子処方箋の仕組みの構築）
○ＮＤＢ関連業務　
　（健康スコアリングレポート作成機能の開発及び運用　等）

○感染症・災害・事故等のリスク管理の強化
○中長期的に安定的・効率的な財政運営の実現
○専門的人材の育成・多様な人材の確保
○広報、広聴の強化・充実

○適正なレセプト提出に向けた支援
　（保険医療機関等に対する改善要請の実施基準の明確化、診療担当者団体等と連携した説明会等）　
○保険者、保険者団体との打合せ等
○審査に関する苦情等相談窓口の対応
○数値目標
　（審査結果理由の記載割合、原審査における審査事務の質の確保、再審査・再々審査査定点数の減少）

第 3　適正なレセプトの
　　   提出に向けた取組

第 4　保健医療情報等の
　　　活用に関する取組

第 5　安定的・効率的な
　　　業務運営に向けた
　　　取組

区分 平成29年
10月

平成30年
9月

令和元年
9月

令和２年
9月

審査支払新システム
稼働時

令和３年９月
支部点検条件事例数
（削減率）

141,384
（－）

72,707
（48.6％）

24,614
（83％）

12,701
（91％）

整理完了
（100％）

図表１●令和3事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画（概要）

図表２●既存の支部点検条件の整理

月刊基金 April 202115



Topics 1

確
保
や
、
審
査
事
務
集
約
後
に
長
時
間
通
勤
と

な
る
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
勤
務
と
事

務
所
勤
務
を
併
せ
た
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す

る
た
め
、
高
崎
オ
フ
ィ
ス
で
の
先
行
移
転
モ
デ

ル
事
業
に
お
い
て
、
審
査
委
員
と
職
員
の
在
宅

審
査
・
在
宅
審
査
事
務
を
試
行
的
に
実
施
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
審
査
の
質
の
確
保
な
ど
の
課

題
を
検
証
し
、
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

既
存
事
務
所
の
活
用

　
審
査
事
務
集
約
化
を
契
機
と
す
る
保
有
資
産

（
集
約
拠
点
事
務
所
、
被
集
約
拠
点
事
務
所
等
）

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
継
続
使
用
、
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
貸
付
け
、
売
却
等
の
活
用
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
た
「
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
保
有
資
産
活
用
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
具
体
的
な
活
用
の
計
画
を
策
定
し

ま
す
。適

正
な
レ
セ
プ
ト
の

提
出
に
向
け
た
取
組

適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
に
向
け
た
支
援

　
保
険
医
療
機
関
等
に
対
す
る
連
絡
（
文
書
、

電
話
）、懇
談
（
訪
問
、面
談
）
等
の
改
善
要
請

を
統
一
化
し
た
基
準
に
よ
り
試
行
実
施
す
る
と

と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
し
、
診
療

担
当
者
団
体
等
と
連
携
し
た
説
明
会
を
開
催
し

審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異

解
消
の
取
組

●
審
査
事
務
体
制
の
確
立

　
審
査
事
務
集
約
後
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
診
療
科
別
の
組
織
を
構
成
し
、
職

員
が
複
数
の
都
道
府
県
の
レ
セ
プ
ト
審
査
事
務

を
担
当
す
る
こ
と
で
、
都
道
府
県
間
の
審
査
結

果
の
違
い
を
速
や
か
に
把
握
し
、
中
核
審
査
事

務
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
診
療
科
別
Ｗ
Ｇ
に
報

告
の
上
、
そ
こ
で
調
整
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
こ
う
し
た
集
約
後
の
審
査
事

務
体
制
に
つ
い
て
検
討
、
具
体
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
事
務
体
制
の
検
討
に
当
た
っ
て
、

本
年
５
月
よ
り
新
た
に
集
約
拠
点
と
な
る
高
崎

事
務
所
（
以
下
「
高
崎
オ
フ
ィ
ス
」
と
い
う
。）

に
お
い
て
、
先
行
し
て
群
馬
支
部
の
業
務
の
一

部
（
審
査
事
務
）
を
移
転
し
、
審
査
事
務
集
約

に
係
る
諸
課
題
の
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

●
診
療
科
別
W
G
に
よ
る
差
異
事
例
の

　
検
討
と
統
一
化

　
都
道
府
県
ご
と
に
審
査
の
取
扱
い
が
異
な
る

と
、
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
で
の
職
員
の
審
査
事

務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
診
療
科
別

W
G
に
お
い
て
令
和
4
年
10
月
ま
で
に
支
部
取

決
事
項
の
整
理
、
統
一
化
を
行
い
ま
す
。

　
審
査
の
統
一
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
と
支
払
基
金
が
そ
れ

ぞ
れ
全
国
統
一
し
た
事
例
の
情
報
共
有
を
行
い
、

で
き
る
限
り
両
機
関
で
揃
え
て
公
表
し
て
い
く

こ
と
を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
取
扱
い
が
異
な
る
事
例
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
、
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保

険
中
央
会
で
構
成
さ
れ
た
「
審
査
支
払
機
関
に

お
け
る
審
査
の
判
断
基
準
の
統
一
化
を
推
進
す

る
た
め
の
連
絡
会
議
」
に
お
い
て
検
討
・
協
議

を
進
め
、
統
一
化
が
図
ら
れ
た
事
例
は
随
時
公

表
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

組
織
・
定
員

●
職
員
定
員
と
事
務
組
織
の
見
直
し

　
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
お
よ
び
業
務
の
棚
卸
し

等
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
よ
り
職
員
定
員
の
削

減
を
進
め
、
今
年
度
は
令
和
2
年
度
か
ら
67
人

減
の
4
0
4
6
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
審
査
事
務
集
約
後
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
審
査
委
員
会
事
務
局
の
組
織
に
つ
い
て
は
、

令
和
2
年
10
月
に
実
施
し
た
事
務
量
調
査
を
基

に
適
正
な
人
員
体
制
を
検
討
、
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
審
査
事
務
集
約
に
伴
い
、
相
当
数
の

職
員
が
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
転
勤
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
6
月
を
目
途
に
職
員

個
々
の
事
情
を
把
握
す
る
た
め
の
意
向
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務
の
検
討

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
課
題

と
な
っ
た
緊
急
事
態
時
に
お
け
る
審
査
時
間
の

ま
す
。

数
値
目
標

　
本
年
9
月
の
レ
セ
プ
ト
振
分
け
機
能
の
導
入

や
令
和
4
年
10
月
の
審
査
事
務
集
約
後
の
姿
を

意
識
し
つ
つ
、
審
査
の
質
の
確
保
を
図
る
た
め

に
次
の
数
値
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

⑴　
審
査
結
果
理
由
の
記
載
割
合

　
保
険
医
療
機
関
等
か
ら
の
適
正
な
レ
セ
プ
ト

提
出
に
向
け
た
支
援
お
よ
び
保
険
者
か
ら
の
再

審
査
請
求
減
少
に
向
け
、
審
査
結
果
理
由
の
明

確
化
と
全
事
例
の
記
載
を
目
指
し
ま
す
。

⑵　
原
審
査
に
お
け
る
審
査
事
務
の
質
の
確
保

　
職
員
が
独
自
に
貼
付
し
た
疑
義
付
箋
は
査
定

に
結
び
付
く
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
契
機
と
し
た
請
求
1
万
点
当
た
り
の
査
定
点

数
に
つ
い
て
、
支
部
別
に
令
和
元
年
度
実
績
ま

た
は
令
和
2
年
度
実
績
の
い
ず
れ
か
高
い
方
の

数
値
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

⑶　
再
審
査
査
定
点
数
の
減
少

　
再
審
査
査
定
点
数
の
う
ち
、
原
審
査
時
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
も

の
を
撲
滅
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
今
年
度
に
は

原
則
、
前
年
度
実
績
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。

⑷　
再
々
審
査
査
定
点
数
の
減
少

　
再
々
審
査
査
定
点
数
の
う
ち
、
告
示
通
知
に

係
る
査
定
分
の
撲
滅
を
目
指
し
、
今
年
度
に
は

原
則
、
前
年
度
実
績
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。
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Topics 1

保
健
医
療
情
報
等
の

活
用
に
関
す
る
取
組

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
基
盤
整
備
と
運
用

●
専
任
組
織
の
整
備

　
本
年
4
月
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
専
任

組
織
を
立
ち
上
げ
、
戦
略
的
な
取
組
を
展
開
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
専
任
組
織
を
中
心
に
保
険
者
等
関
係
者
と

の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
戦
略
的
な
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
業
務
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
医
療
保
険
者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
と
一

体
的
に
運
用
し
、
情
報
照
会
・
提
供
、
本
人
確

認
に
関
す
る
事
務
、
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
資

格
情
報
の
提
供
等
を
安
定
的
に
稼
働
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
に
は
医
療
費
・
薬
剤
情
報

管
理
機
能
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
を
追
加

し
、
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
運
用
後
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
普
及
へ
の
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

電
子
媒
体
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
再
審

査
請
求
お
よ
び
返
戻
再
請
求
に
係
る
紙
レ
セ
プ

ト
の
電
子
化
に
つ
い
て
保
険
医
療
機
関
等
お
よ

す
る
も
の

※
５　
履
歴
照
会
・
回
答
シ
ス
テ
ム
：
医
療
保
険
の
被
保
険

者
番
号
を
個
人
単
位
化
し
、
そ
の
履
歴
を
一
元
的
に
管
理

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
活
用

し
て
、
医
療
情
報
等
の
共
有
・
収
集
・
連
結
に
必
要
な
情

報
（
被
保
険
者
番
号
履
歴
）
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み

安
定
的
・
効
率
的
な

業
務
運
営
に
向
け
た
取
組

感
染
症
・
災
害
・
事
故
等
の

リ
ス
ク
管
理
の
強
化

　
支
払
基
金
は
緊
急
事
態
宣
言
時
に
事
業
の
継

続
が
求
め
ら
れ
る
事
業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
決
定
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」
に
基
づ
き
、
基
本

的
な
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

各
地
域
の
感
染
デ
ー
タ
お
よ
び
実
態
を
勘
案
し
、

必
要
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
事
業
を

継
続
し
ま
す
。

中
長
期
的
に
安
定
的
・
効
率
的
な

財
政
運
営
の
実
現

　
将
来
、
人
口
減
少
に
よ
り
レ
セ
プ
ト
請
求
件

数
の
伸
び
の
鈍
化
あ
る
い
は
減
少
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
単
年
度
の
支
出
が
審
査
支
払
手

数
料
の
増
減
に
直
結
し
や
す
い
財
政
構
造
に
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
審
査
支
払
手
数
料

の
大
き
な
変
動
を
回
避
し
な
が
ら
安
定
的
な
業

び
保
険
者
へ
働
き
か
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
集
中
改
革
プ
ラ
ン
へ
の
対
応

　

患
者
や
全
国
の
保
険
医
療
機
関
等
で
医
療
情

報
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
の
拡
大
に
つ
い
て
、対

象
と
な
る
情
報
を
手
術
・
移
植
や
透
析
等
に
拡
大

す
る
た
め
、令
和
4
年
夏
の
運
用
開
始
に
向
け
て

検
討
、
開
発
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、電
子
処
方
箋
の
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
を
基
盤

と
し
た
運
用
に
関
す
る
要
件
の
整
理
等
を
実
施
し

た
上
で
、令
和
4
年
夏
の
運
用
開
始
に
向
け
て
検

討
、
開
発
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

N
D
B
関
連
業
務

　
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
※
４
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
・
事
業
主
単
位
で
作
成
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
令
和
4
年
3
月
か
ら
提
供
を

開
始
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
10
月
か
ら
個
人
単
位
の
被
保
険

者
番
号
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
請
求
が
開
始
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
N
D
B
（
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特

定
健
診
等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
や
介
護
D
B

（
介
護
保
険
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
等
の
連
結

精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
履
歴
照
会
・
回
答

シ
ス
テ
ム
※
５
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

※
４　
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
：
レ
セ
プ
ト
情
報
や

特
定
健
診
結
果
等
を
収
集
・
分
析
し
、
企
業
単
位
の
被
保

険
者
の
健
康
状
態
や
医
療
費
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
へ
の

取
組
状
況
等
に
つ
い
て
、
全
健
康
保
険
組
合
平
均
や
業
態

平
均
と
比
較
し
た
デ
ー
タ
を
レ
ポ
ー
ト
形
式
で
見
え
る
化

務
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
収
入
支
出
の
両
面

で
平
準
化
を
考
慮
し
た
中
期
的
な
財
政
運
営
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、審
査
支
払
手
数
料
に
つ
い
て
は
、簡
素

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
で
完
結
す
る
判
断

が
明
ら
か
な
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、他
の
レ
セ
プ

ト
と
は
別
途
の
手
数
料
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
新
手
数
料
体
系
を
検
討
し
、
令

和
4
年
度
か
ら
の
開
始
を
目
指
し
て
保
険
者
団

体
等
と
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

専
門
的
人
材
の
育
成
・

多
様
な
人
材
の
確
保

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
関
連
業
務
や
I
C
T
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門

的
知
識
、
技
能
、
能
力
を
有
す
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
内
外
の
人
材
の
活
用
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
民
間
I
T
企
業
等
か
ら
適
切
な
人
材

の
採
用
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
内
部
統
制
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
、
人
材
育
成
部
門
な
ど
に
お
い
て
外
部
人

材
を
登
用
す
る
こ
と
に
よ
り
組
織
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

事業計画は支払基金ホ
ームページ（https://
www.ssk.or.jp）に掲
載しています。
トップページ→組織
概要→事業計画・収
入支出予算

月刊基金 April 202117



Topics 2
３
月
４
日　
審
査
委
員
長
会
議

　
会
議
の
冒
頭
、
神
田
理
事
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
審
査
事
務
集
約
化

計
画
工
程
表
の
進
捗
」
や
「
審
査
基
準
の
統

一
」「
在
宅
審
査
」
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。（
要
旨
参
照
）

　
続
い
て
、
担
当
部
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い

て
説
明
等
を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
審
査
規
準
の
作
成

・
事
務
付
託
事
項
の
統
一
化

・
Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
機
能

・
高
点
数
診
療
行
為
に
対
す
る
高
額
注
意

チ
ェ
ッ
ク
の
設
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
３
月
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催

　

支
払
基
金
は
全
国
組
織
と
し
て
の
機
能

強
化
を
図
る
と
と
も
に
審
査
充
実
の
た
め

の
諸
方
策
等
に
関
す
る
意
見
交
換
を
目
的

と
し
て
、
3
月
4
日
（
木
）
と
5
日
（
金
）

の
両
日
に
令
和
3
年
3
月
全
国
基
金
審
査

委
員
長
・
支
部
長
会
議
をW

eb

に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ
要
旨

審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程
表
の
進
捗

　

昨
年
3
月
に
審
査
事
務
集
約
化
計
画
工
程

表
を
支
払
基
金
と
し
て
決
定
し
た
が
、
今
年

度
は
そ
の
計
画
に
従
っ
て
、
集
約
時
に
職
員

の
誰
が
ど
こ
で
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
す
る
の

か
と
い
う
改
革
の
具
体
像
を
彫
る
年
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
今
年
４
月
に
は
、
昨
年
実

施
し
た
事
務
量
調
査
を
踏
ま
え
、
各
審
査
事

務
セ
ン
タ
ー
や
審
査
委
員
会
事
務
局
の
組
織
、

定
員
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

6
月
に
は
職
員
に
対
す
る
集
約
前
最
後
の

意
向
調
査
を
行
い
、
勤
務
地
の
希
望
や
家
庭

の
事
情
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
10
月
頃
に
は
配
置
先
の
内
示
を
し
て
い

く
。

　

今
年
9
月
に
稼
働
す
る
審
査
支
払
新
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
A
I
を
使
っ
た
レ
セ
プ

ト
振
分
機
能
を
実
装
す
る
の
で
、
新
シ
ス
テ

振
り
分
け
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
ご
と
の
支
部
点
検
条
件
を
付
し
た
り
、

特
定
の
医
療
機
関
の
レ
セ
プ
ト
は
全
て
を
人

が
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
等
、
丁

寧
に
拾
い
上
げ
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

令
和
3
年
度
の
審
査
事
務
の
目
標

　

令
和
２
年
度
の
目
標
を
継
続
し
な
が
ら
、

9
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
に
レ
セ
プ
ト
振
分
機

能
が
実
装
さ
れ
、
人
が
見
る
べ
き
レ
セ
プ
ト

は
限
ら
れ
る
の
で
、
職
員
に
は
そ
れ
を
し
っ

か
り
点
検
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
原
審
査
の
審
査
事
務
の
質
に
つ
い
て
、

独
自
に
疑
義
付
箋
を
貼
付
し
た
こ
と
に
よ
る

査
定
点
数
を
目
標
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
は
、
実
績
に
よ
っ
て

上
位
、
中
位
、
下
位
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

上
位
の
支
部
に
は
よ
り
高
い
水
準
を
、
特
に

実
績
が
低
い
と
こ
ろ
は
せ
め
て
全
国
平
均
並

み
を
目
指
し
て
も
ら
う
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
目
標
に
し
た
。
本
部
は
、
下
位
の
グ

ル
ー
プ
、
実
績
が
悪
化
す
る
支
部
を
重
点
的

に
指
導
・
支
援
し
て
い
く
。

ム
や
非
現
業
業
務
の
本
部
集
約
等
を
踏
ま
え

た
業
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
配
置

先
に
応
じ
た
研
修
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

A
I
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
振
分
機
能

　

本
質
的
に
は
、
過
去
の
レ
セ
プ
ト
の
審
査

結
果
を
A
I
で
機
械
学
習
を
さ
せ
て
人
が
見

る
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
振
り
分

け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
過
去
の
査
定
が

多
い
重
点
審
査
区
分
A
の
医
療
機
関
の
査
定

レ
セ
プ
ト
の
相
当
部
分
は
人
が
見
る
べ
き
方

に
振
り
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
診
療
科
に

よ
っ
て
は
そ
の
割
合
が
低
い
、
ま
た
、
医

療
機
関
全
般
と
し
て
み
る
と
査
定
率
が
低
い

診
療
行
為
等
に
着
目
し
て
、
特
定
の
医
療
機

関
の
レ
セ
プ
ト
を
見
よ
う
と
い
う
も
の
等
は
、

人
が
見
る
べ
き
方
に
振
り
分
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
A
I
に
よ
る
振
分
結
果
の
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
の
で
、
人
が
見
る
べ
き
方
に
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Topics 2
・
高
崎
オ
フ
ィ
ス
で
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

※
在
宅
審
査
・
在
宅
審
査
事
務
の
検
討
状

況
を
含
む

　
等３

月
５
日　
支
部
長
会
議

　
2
日
目
は
支
部
長
を
対
象
と
し
て
、
担
当

部
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
支
払
基
金
定
款
の
一
部
変
更

・
令
和
3
事
業
年
度
事
業
計
画

・
令
和
3
年
度
の
審
査
充
実
の
た
め
の
数
値

目
標
・
取
組

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
の
開
始

　
等

会議の様子

審
査
事
務
の
統
一
に
向
け
た
取
組

　

診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
支
部

取
決
事
項
の
統
一
化
に
向
け
た
取
組
み
等
を

進
め
て
き
て
い
る
。
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
で

は
、
職
員
が
複
数
の
都
道
府
県
を
担
当
す
る

の
で
、
各
審
査
委
員
会
の
審
査
結
果
の
違
い

に
よ
り
、
職
員
の
仕
事
が
回
ら
な
く
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
医
学
的
に
議
論
が
あ
る
よ

う
な
も
の
は
揃
え
ら
れ
な
い
の
は
当
然
だ
が
、

支
部
取
決
や
事
務
付
託
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

多
く
の
都
道
府
県
の
扱
い
が
揃
っ
て
い
る
中
、

自
県
の
扱
い
だ
け
が
違
っ
て
い
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
で
き
る
限
り
歩
み
寄
っ
て
揃
え
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

現
在
、
審
査
支
払
機
能
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
で
審
査
基
準
の
統
一
に
つ
い
て
議

論
が
さ
れ
て
い
る
。
支
払
基
金
と
し
て
は
、

審
査
事
務
集
約
に
よ
り
診
療
科
別
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
と
診
療
科
別
の
組
織
と
い
う
審

査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
を
解
消
す
る
新
た

な
枠
組
み
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
是

非
こ
れ
を
支
払
基
金
と
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
の
審
査
基
準
の
統
一
に
も
活
か
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
提
案
し
て
い
る
。

在
宅
審
査

　

現
在
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
審

査
委
員
会
や
職
場
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
は
防
止
で
き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

業
務
実
施
体
制
か
ら
本
部
を
中
心
と
し
た
全

国
統
一
的
な
業
務
実
施
体
制
に
転
換
し
、
業

務
の
効
率
化
や
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異

を
解
消
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
的
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
と
き
に
は
、
言
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

伝
え
、
指
示
す
べ
き
こ
と
は
指
示
す
る
と

い
っ
た
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ

が
こ
の
制
度
改
正
の
過
程
で
、
理
事
会
等
の

利
害
関
係
者
や
国
会
に
対
す
る
支
払
基
金
と

し
て
の
約
束
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
新
し
い
業
務
事
務
体
制
と
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
部
が
上
か
ら
目
線
で

現
場
に
合
わ
な
い
独
り
よ
が
り
の
考
え
を
押

し
付
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
、
机
上

の
議
論
に
な
ら
な
い
よ
う
、
常
に
戒
め
て
い

き
た
い
。「
審
査
の
現
場
を
よ
く
知
る
支
部
」

と
「
全
体
を
情
勢
判
断
し
て
方
針
決
定
す
る

本
部
」
と
が
よ
く
意
見
交
換
を
し
、
情
報
共

有
し
た
う
え
で
思
い
を
一
つ
に
改
革
を
成
し

遂
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に

　

本
日
は
多
く
の
内
容
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
が
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り
、
現

場
に
合
っ
た
改
革
が
進
む
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
。

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た
、
集
約

後
、
遠
距
離
通
勤
と
な
る
職
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
、
出
勤
す
る
こ
と
な
く
一
定
の

範
囲
で
審
査
等
が
で
き
る
在
宅
で
の
審
査
委

員
の
審
査
や
職
員
の
審
査
事
務
に
つ
い
て
検

討
を
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

　

集
約
前
に
先
行
し
て
設
置
す
る
高
崎
オ

フ
ィ
ス
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
審
査
の
質
に
問
題
が
な
い

か
検
証
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
特
に

審
査
の
質
に
関
し
て
は
、「
審
査
委
員
同
士

の
連
携
」
や
「
審
査
委
員
と
職
員
と
の
連

携
」
に
問
題
が
生
じ
な
い
か
、
ど
う
い
っ
た

事
務
が
在
宅
で
で
き
、
ど
う
い
う
事
務
は
事

務
所
で
な
い
と
で
き
な
い
か
等
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
て
、
合
理
的
な
一
定
の
範
囲
で
組

み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

支
払
基
金
法
の
改
正
と
組
織
の
見
直
し

　

今
年
4
月
1
日
よ
り
支
部
の
必
置
規
定
が

廃
止
と
な
り
、
固
有
の
権
限
を
有
す
る
支
部

は
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
支
部
に
設
置
し
て

い
た
審
査
委
員
会
が
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

集
約
後
の
審
査
委
員
会
事
務
局
は
、
本
部

の
下
に
設
置
さ
れ
る
審
査
委
員
会
の
審
査
の

補
助
等
を
本
部
の
事
務
執
行
機
関
と
し
て
分

担
実
施
を
す
る
と
い
う
位
置
付
け
に
変
わ
る
。

改
正
の
目
的
は
、
今
ま
で
の
支
部
完
結
型
の

月刊基金 April 202119



薬剤

審査情報提供事例
（医科・歯科）を公表

　令和3年2月9日に開催した「第38回審査情報提供検討委員会」において、薬剤2事例を情報提供するこ
ととし、第24次審査情報提供事例（医科）として2月22日に公表しました。
　また、令和3年2月4日に開催した「第21回審査情報提供歯科検討委員会」において、検査3事例、画像
診断16事例、処置46事例、手術27事例、麻酔3事例、歯冠修復及び欠損補綴19事例の合計114事例を情報
提供することとし、第19次審査情報提供事例（歯科）として2月22日に公表しました。
　なお、これまでの公表分を含む全事例については、支払基金ホームページに掲載しています。

　審査支払機関における診療報酬請求に関する審査は、健康保険法、療養担当規則、診療報酬点数表及び関係諸通知
等を踏まえ各審査委員会の医学的・歯科医学的見解に基づいて行われています。
　一方、審査の公平・公正性に対する関係方面からの信頼を確保するため、審査における一般的な取扱いについて広
く関係者に情報提供を行い、審査の透明性を高めることとしております。
　このため、平成16年7月に「審査情報提供検討委員会」、平成23年6月に「審査情報提供歯科検討委員会」を設置し、
情報提供事例の検討と併せ、審査上の一般的な取扱いに係る事例について、情報提供を行ってまいりました。
　今後とも、当該委員会において検討協議を重ね、提供事例を逐次拡充することとしておりますので、関係者の皆様
のご参考となれば幸いと考えております。
　なお、情報提供する審査の一般的な取扱いについては、療養担当規則等に照らし、当該診療行為の必要性、用法・
用量の妥当性などに係る医学的・歯科医学的判断に基づいた審査が行われることを前提としておりますので、本提供
事例に示された適否が、すべての個別診療内容に係る審査において、画一的あるいは一律的に適用されるものではな
いことにご留意ください。

審査情報提供事例について

事例№
成分名 主な製品名 薬理作用 使用例

《使用例において審査上認める根拠》
留意事項

３４６
ミドドリン塩
酸塩【内服薬】

メトリジン錠2㎎、
メトリジンD錠2
㎎

血圧上昇作
用

　原則として、「ミドド
リン塩酸塩【内服薬】」を
「起立性調節障害」に対し
て処方した場合、当該使
用事例を審査上認める。
　《薬理作用が同様と推
定される。》

　当該使用例の用法・用量
　成人にはミドドリン塩酸塩として、通常1日
4㎎を2回に分けて経口投与する。なお、症状に
より適宜増減する。ただし、重症の場合は1日
8㎎まで増量できる。
　小児にはミドドリン塩酸塩として、通常1日
4㎎を2回に分けて経口投与する。なお、症状に
より適宜増減するが、1日最高量は6㎎とする。

第24次審査情報提供事例（医科）

Topics 3

支払基金ホームページ  https://www.ssk.or.jp/
トップページ → 診療報酬の審査 → 審査情報提供事例

支払基金
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診療項目 事例 取扱い 取扱いを定めた理由 留意事項

検査
６５
細菌簡易
培養検査

　原則として、「歯髄壊疽（Ｐｕエソ）」
病名で、細菌簡易培養検査の算定を
認める。

　歯髄壊疽は、細菌感染によって壊死した歯
髄が腐敗し、根管内の歯質が感染した状態で
あるため、根管内の細菌感染の有無を把握す
る細菌簡易培養検査を行うことは有用である。

検査
６６
歯周病検
査③

　原則として、画像診断の算定がな
い「Ｄ００２　歯周病検査　２　歯周
精密検査」の算定を認める。

　歯周疾患の病態によっては、画像診断を行
わなくても、４点以上のポケット等を測定す
る歯周精密検査により歯周病の確定診断を行
うことが臨床上あり得るものと考えられる。

検査
６７
顎運動関
連検査②

　原則として、仮床試適と同日に行
われた顎運動関連検査の算定を認め
る。

　咬合関係をより正確に再現するため、仮床
試適と顎運動関連検査を同日に行うことが臨
床上あり得るものと考えられる。

〜
歯冠修復
及び
欠損補綴

１７６
有床義歯
内面適合
法

　原則として、「義歯ハソン」病名で、
有床義歯内面適合法の算定を認めな
い。

　有床義歯内面適合法は、義歯床の粘膜面を
一層削除し、新たに義歯床の床裏装を行う治
療であることから、義歯の破損で当該治療を
行うことは適切でないと考えられる。

歯冠修復
及び
欠損補綴

１７７
有床義歯
内面適合
法②

　原則として、「低位咬合」病名で、
有床義歯内面適合法の算定を認めな
い。

　有床義歯内面適合法は、義歯床の粘膜面を
一層削除し、新たに義歯床の床裏装を行う治
療であることから、低位咬合で当該治療を行
うことは適切でないと考えられる。

歯冠修復
及び
欠損補綴

１７８
有床義歯
内面適合
法③

　原則として、１歯又は２歯欠損の
有床義歯に対する有床義歯内面適合
法の算定を認める。

　１～２歯欠損であっても、有床義歯の適合
状態によっては、義歯床の粘膜面を一層削除
し、床裏装を行うことが臨床上あり得るもの
と考えられる。

第19次審査情報提供事例（歯科）

Topics 3

事例№
成分名 主な製品名 薬理作用 使用例

《使用例において審査上認める根拠》
留意事項

３４７
アザチオプリ
ン【内服薬】

イムラン錠50㎎、
アザニン錠50㎎

免疫抑制作
用

　原則として、「アザチ
オプリン【内服薬】」を「視
神経脊髄炎」に対して処
方した場合、当該使用事
例を審査上認める。
　《薬理作用が同様と推
定される。》

⑴　当該使用例の用法・用量
　　通常、成人及び小児には、1日量としてア
ザチオプリン1～2㎎/㎏相当量（通常、成人に
は50～100㎎）を経口投与する。
⑵　Nudix hydrolase 15（NUDT15）Arg139Cys遺伝
子多型を有する患者では、本剤投与後に白血
球減少等の発現の可能性が高くなるとの報告
があるので、他の薬剤の使用を考慮する等、
投与には十分に注意する。

第 19次審査情報提供事例（歯科）は、抜粋して掲載しています。
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知っておきたい
病気の豆知識
連載141回

医学の
はなし

五味渕整形外科医院
（栃木県）
院長

五味渕 聡志
腱鞘炎

～手指を痛みなく使えるように～

腱
鞘
炎
の
治
療

　

四
肢
を
動
か
す
骨
格
筋
の
多
く
は
腱
と
な
っ

て
骨
に
付
着
し
、
筋
が
収
縮
す
る
と
腱
停
止
部

の
骨
が
引
き
寄
せ
ら
れ
関
節
が
動
き
ま
す
。
こ

の
腱
を
包
む
鞘さ

や

が
腱
鞘
で
す
。
腱
鞘
は
腱
が
通

る
固
有
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
他
の
腱
と
擦
れ

る
の
を
防
ぎ
、
内
部
の
滑
液
が
潤
滑
油
の
役
割

を
し
て
腱
の
滑
走
性
を
高
め
、
関
節
の
曲
げ
伸

ば
し
の
際
に
は
滑
車
の
役
割
を
す
る
な
ど
、
腱

が
機
能
的
に
動
く
こ
と
を
助
け
る
役
目
を
し
て

い
ま
す
。

　

本
来
腱
鞘
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
は
ず
の
腱

で
す
が
、仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
負
荷
に
よ
っ

て
擦
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
炎
症
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
腱
鞘
炎
で
す
。
腱
鞘

が
肥
厚
し
て
腱
の
通
り
道
が
狭
く
な
る
こ
と
で

起
き
る
場
合
に
は
、「
狭
窄
性
腱
鞘
炎
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、

局
所
の
熱
感
、
腫
脹
、
圧

痛
な
ど
を
認
め
、
炎
症
を

起
こ
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

負
荷
が
か
か
る
動
き
を
す

る
と
痛
み
が
悪
化
し
ま
す
。

　　

腱
鞘
炎
は
、
よ
く
使
う
た
め
に
動
き
を
繰
り

返
す
手
関
節
・
手
指
で
頻
繁
に
生
じ
ま
す
。
手

関
節
橈と

う

側そ
く

（
親
指
側
）
で
起
こ
る
、
高
頻
度
で

見
ら
れ
る
腱
鞘
炎
が
「
ド
ケ
ル
バ
ン
病
」
で

す
。
母
指
の
基
節
骨
に
着
い
て
伸
ば
す
働
き
を

す
る
短
母
指
伸
筋
、
一
つ
手
前
の
中
手
骨
に
着

い
て
母
指
を
広
げ
る
働
き
を
す
る
長
母
指
外
転

筋
の
腱
に
起
こ
る
も
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
の
操
作
な
ど
親
指
の
使
い
過
ぎ
が
要
因
と
な

り
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
も
影
響
し
て
い

る
た
め
、
妊
娠
後
期
や
更
年
期
な
ど
、
女
性
に

多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
親
指
を
中
に
し
て

拳
を
握
り
、
小
指
側
に
倒
す
「E

ア
イ
ヒ
ホ
ッ
フ

ichhoff

テ
ス

ト
」（
か
つ
て
はF

フ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

inkelstein

テ
ス
ト
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
）
で
痛
み
が
見
ら
れ
れ
ば
、
こ

の
疾
患
を
強
く
疑
い
ま
す
。

　　

手
の
ひ
ら
の
、
中
手
骨
と
基
節
骨
と
が
作
る

中
手
指
節
（M

P

）
関
節
で
も
腱
鞘
炎
を
起
こ

し
や
す
く
、
な
め
ら
か
に
動
か
せ
ず
に
「
カ
ク

ン
カ
ク
ン
」
と
ば
ね
仕
掛
け
の
よ
う
な
動
き
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
「
ば
ね
指
」
と
呼

び
ま
す
。
ど
の
指
に
も
起
こ
り
ま
す
が
、
特
に

使
用
頻
度
の
高
い
母
指
、中
指
に
起
き
や
す
く
、

や
は
り
中
年
女
性
の
患
者
さ
ん
が
多
く
、
糖
尿

病
の
患
者
さ
ん
や
透
析
患
者
さ
ん
な
ど
に
も
よ

く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ば
ね
現
象
は
朝
起
き

て
す
ぐ
に
起
き
や
す
く
、
使
っ
て
い
る
う
ち
に

徐
々
に
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
ど

く
な
る
と
反
対
の
手
で
手
伝
わ
な
い
と
曲
げ
伸

ば
し
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
炎
症

そ
の
も
の
は
軽
減
し
、
ば
ね
現
象
の
み
が
残
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　　

ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
で
生
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば

一
定
期
間
休
む
こ
と
で
良
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
や
家
事
な
ど
は
そ
う
そ
う
休
め

な
い
の
が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
可
能
で
あ

れ
ば
な
る
べ
く
安
静
に
し
ま
す
。
副
子
や
装
具

を
用
い
て
動
き
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
有
効
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
消
炎
鎮
痛
剤
の
テ
ー
プ
剤
、

塗
布
剤
な
ど
を
使
用
し
、
正
し
い
手
の
使
い
方

の
指
導
を
含
む
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
改
善
す
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
保
存
的

治
療
を
ま
ず
行
い
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
腱

鞘
内
注
射
が
劇
的
効
果
を
生
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、難
治
性
の
も
の
で
は
効
果
は
限
定
的
で
、

あ
ま
り
何
回
も
注
射
を
繰
り
返
す
の
は
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
保
存
的
治
療
で
改
善
し
な
い

場
合
に
は
、
狭
く
な
っ
て
い
る
腱
鞘
を
広
げ
る

手
術
、
腱
鞘
切
開
術
を
行
い
ま
す
。
一
般
に
外

来
で
局
所
麻
酔
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

術
後
も
長
期
の
固
定
な
ど
は
必
要
で
は
な
く
、

痛
み
な
く
手
指
を
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

な
か
な
か
良
く
な
ら
な
い
場
合
に
は
手
術
的
治

療
の
適
応
に
つ
い
て
、
主
治
医
と
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
参
考
】

日
本
整
形
外
科
学
会
Ｈ
Ｐ

「
ド
ケ
ル
バ
ン
病
（
狭
窄
性
腱
鞘
炎
）」

https://www.joa.or.jp/public/sick/condition/
de_quervain_disease.htm

l

「
ば
ね
指
（
弾
発
指
）」

https://www.joa.or.jp/public/sick/condition/
snapping_finger.htm

l

標
準
整
形
外
科
学　

第
13
版
（2019

）
医
学
書
院

ば
ね
指

腱
鞘
の
は
た
ら
き
・
腱
鞘
炎
と
は

de Q
uervain

病

ド
ケ
ル
バ
ン
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第３回

　受付・事務点検ASPチェックでエラーとなったレセプトで、エラー内容が「調剤レセプトの用法の記
録に係る事例」について、原因を解説します。

調剤レセプトの用法の記録に係る事例の解説について事例

受付・事務点検ASP結果リストのイメージ

患者氏名
生年月日

エラー
コード エラー又は確認事項 No データ区分

調剤月日 事項名

●●　●●
昭和55．11．●● 3335 用法の記録が必要な剤形で、用法が記録されて

いません。 0 1 処方基本

処　　方
負担　　　医薬品名・規格・用量・剤形・用法

【 内 　 服 】
カロナール錠300　300mg
　　　　　　　　　 3 錠　　　

：注目ポイント

外用、注射及び材料以外については、用法の記録がない場合、本エラーが発生すること
から、記録漏れがないようにご注意ください。ポイント

SH,01,1,  ,,2,,,,

●解説
　内服の用法が記録されていないため、L3335が発生しています。
　内服、浸煎及び湯の場合は、 「オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様（調剤用）
令和2年4月版」の別表12に定められた用法コードにより、用法の記録が必要です。
●修正方法
　処方箋に記載された用法を確認し、用法コードを記録します。
●備考
　内服、浸煎及び湯以外の場合については、未コード化用法コード（「900」）に代えて、同一処方情
報内においてコメントレコードにより用法を記録しても差し支えありません。
　なお、外用、注射及び材料については、用法の記録を省略しても差し支えありません。
　また、用法の記録に関連するエラーの事例は、他にL3336（用法コードの記録誤り）があります。

エラー
コード エラー又は確認事項（※） エラー原因

L3336 用法コードの記録が誤っています。 用法コードが記録条件仕様に定められた値で記録されていない。

出力紙レセプト（抜粋）

電子レセプトの受付データ（抜粋）

※詳細は社会保険診療報酬支払基金ホームページに掲載されている 「受付・事務点検 ASPに係るチェック一覧（調剤）令和２年５月版」
をご参照ください。

用法コードの記録箇所

01
処方箋の用法は「1日3回食後」
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　自立支援医療とは、障害者総合支援法（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律）にも
とづく公費負担医療です。障害者・障害児が心身の障害の状態の軽減を図り、自立した日常生活または社会生活を
営むために必要な医療のことであり、更生医療、育成医療、精神通院医療の３種類があります（来月号で解説しま
す）。患者は受診のつど医療費の１割を負担しますが、低所得者や継続的に負担が発生する状態の患者には、所得
区分に応じた負担上限月額が設定され、負担が軽減されます。

自立支援医療（１）

自立支援医療の提供（法第58条）

　患者は、市町村等に申請し、支給認定を経て自立支援医療受給者証の交付を受け、受給者証に記載された指定
自立支援医療機関（都道府県の指定を受けた保険医療機関（病院・診療所）、保険薬局、訪問看護ステーション）
で、自立支援医療を受けます。医療機関は、受給者証に記載された具体的方針にもとづき医療を提供します。
⑴「世帯」の所得区分に応じた負担上限月額
　自立支援医療では医療費の１割を受給者が負担しますが、自立支援医療で定める「世帯」の所得区分に応じて
１月当たりの負担上限（負担上限月額）が設定されています。更生医療・精神通院医療の中間所得の人は、負担
上限月額が設定されていませんので、高額療養費の公費医療の限度額（月刊基金2020年12月号参照）まで１割
を負担します。一定所得以上の人は、自立支援医療の対象外です（公費負担はありません）。
　ただし、継続的に医療費負担が発生する「重度かつ継続」と認められた一定所得以上と中間所得の人には、負
担上限月額が設定されています。
　なお、入院時の食事療養と生活療養は、自立支援医療の対象とならないため、医療保険で定める標準負担額が
自己負担となります。ただし、標準負担額を自己負担すると生活保護に該当する場合には、標準負担額相当額が
支給されます。
⑵それぞれの医療ごとに負担上限月額を設定
　負担上限月額は、自立支援医療の種類ごとに適用され、異なる種類間では合算しません。

4

公費負担医療制度のしくみ

「重度かつ継続」の範囲は、つぎのとおりです。
⑴疾病、症状等から対象となる人

⑵疾病等に関わらず、高額な費用負担が継続することから対象となる人

　  高額治療継続者（医療保険の高額療養費で多数該当の人（直近の1年間で高額な治療を継続して行い、高額療養費の支給を４回以上受けた人））

※所得区分が中間所得層である育成医療または更生医療の受給者が、複数の疾病に関して支給認定を受けた場合、「重度かつ継続」に該当する疾病等に係
る認定を含む時は、その複数の疾病にかかる更生医療または育成医療の自己負担の合計額について、「重度かつ継続」にかかる負担上限月額を適用します。

※「重度かつ継続」の①一定所得以上、「育成医療」の②中間所得２と③中間所得１（「重度かつ継続」を除く）は、令和３年（2021年）３月31日までの
経過措置です（令和６年（2024年）３月31日まで経過措置の延長が検討されています）。　

更生医療・育成医療 心臓（心臓移植後の抗免疫療法に限る）・腎臓・小腸・肝臓（肝臓移植後の抗免疫療法に限る）・免疫機能障害

精神通院医療 統合失調症、躁うつ病・うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害、薬物関連障害（依存症等）の人、精神医療に一定以上の経
験を有する医師が判断した人

所得区分（世帯単位） 更生医療・
精神通院医療 育成医療 重度かつ継続

（共通）
①一定所得以上 市町村民税235,000円以上 公費負担の対象外 20,000円

中間
所得

②中間
　所得２

市町村民税33,000円以上
235,000円未満 医療保険の高額

療養費

10,000円 10,000円

③中間
　所得１

市町村民税課税以上
33,000円未満  5,000円  5,000円

④低所得２ 市町村民税非課税
（⑤を除く） 5,000円

⑤低所得１
市町村民税非課税

（受給者にかかる一定の年収
が800,000円以下）

2,500円

⑥生活保護 生活保護世帯 0円 100,000円 200,000円

10,000円

60,000円

80,100円

（医療保険：140,000円）

（自立支援医療：50,000円）

（患者：10,000円）

高額療養費
一般：患者負担3割

患者負担は
1割または上限額
（医療費に応じて）

（例）「中間所得2」の患者で
　　総医療費20万円の場合 医療保険負担

費用負担のイメージ

公費負担

患者負担

負担額

総医療費
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⑶自己負担上限額管理票で自己負担額を管理
　指定自立支援医療機関は、受給者から負担上限月額が設定された人に交付される自己負担上限額管理票と受給
者証の提示を受けます。医療機関は、受給者から負担上限月額の範囲で医療費の１割を徴収し、残りの費用は対
象外（保険単独）の医療費と合わせて支払基金に請求します。また、徴収した自己負担額（入院時食事療養・生
活療養の標準負担額は、負担上限月額を計算する際の自己負担額には含まれません）と当月中にその受給者が支
払った自己負担額の累積額を管理票に記載します。その月の累積額が負担上限月額に達すると、自己負担の徴収
はありません（医療機関は、管理票にその月の自己負担額の累積額が上限月額に達した旨を記載します）。

⑷医療保険の一部負担金と自立支援医療
　自立支援医療には、医療保険が優先します。このため、自立支援医療は、医療保険の一部負担金または高額療
養費の自己負担限度額のうち、１割負担額または負担上限月額を超える部分について支給されます。ただし生活
保護については、全額が自立支援医療となります。　

自立支援医療における「世帯」
　自立支援医療では、原則として自立支援医療の対象である障害者と同じ医療保険に加入する世帯員を、生計を一にする「世帯」と
して取り扱います。医療保険が異なる場合には別々の「世帯」として取り扱います。18歳未満の障害児の場合については、障害児と
保護者が同一の医療保険に加入していない場合でも、同一の「世帯」とみなされます。
●「世帯」の範囲の特例；「障害者とその配偶者」は市町村民税非課税である一方、それ以外の同一世帯の世帯員が市町村民税課税
である場合、障害者と同一「世帯」に属する親、兄弟、子ども等がいる場合でも、それらの親等が税制と医療保険のいずれでも障害
者を扶養していないときは、申請により「障害者とその配偶者」をその親等とは別の「世帯」とみなす特例があります。

（例）70歳未満・２割負担（未就学）の場合

※事例は来月号に掲載します。
※月刊基金発行時の情報をもとに作成しています。

自立支援医療の対象となる月額総医療費　300,000円
医療保険の３割負担　90,000円

医療保険の給付　219,570円 医療保険の高額療養費の一律の限度額　80,430円
80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

１割負担　30,000円

負
担
上
限

     0円 自立支援医療　300,000円（生活保護の場合）
 2,500円 医療保険 高額療養費 自立支援医療　77,930円 2,500円
 5,000円 医療保険 高額療養費 自立支援医療　75,430円 5,000円
10,000円 医療保険 高額療養費 自立支援医療　70,430円 10,000円
20,000円 医療保険 高額療養費 自立支援医療　60,430円 20,000円

医療保険（高額療養費を含む）と自立支援医療の現物給付 患者の窓口負担

自立支援医療の対象となる月額総医療費　120,000円
医療保険の給付　96,000円 医療保険の２割負担（一部負担金）　24,000円

１割負担　12,000円

負
担
上
限

     0円 自立支援医療　120,000円（生活保護の場合）
 2,500円 医療保険 自立支援医療　21,500円 2,500円
 5,000円 医療保険 自立支援医療　19,000円 5,000円
10,000円 医療保険 自立支援医療　14,000円 10,000円
20,000円 医療保険 自立支援医療　12,000円 12,000円（１割負担＜負担上限）

医療保険と自立支援医療の現物給付 患者の窓口負担

（同一月） 医療費 医療保険 自立支援医療 患者負担 患者負担総額

１回目 Ａ病院 30,000円
21,000円（７割） 6,000円

3,000円 3,000円
24,000円（８割） 3,000円

２回目 Ｂ薬局  5,000円
 3,500円（７割） 1,000円

500円 3,500円
 4,000円（８割）   500円

３回目 Ｃ訪看ＳＴ  5,000円
 3,500円（７割） 1,000円

500円 4,000円
 4,000円（８割）   500円

４回目 Ａ病院 20,000円
14,000円（７割） 5,000円

1,000円 5,000円
（上限到達）16,000円（８割） 3,000円

５回目 Ａ病院 10,000円
 7,000円（７割） 3,000円

（患者負担0円）
 8,000円（８割） 2,000円

（例）70歳未満・３割負担で、医療保険の高額療養費が適用される場合

（例）負担上限月額5,000円の場合
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政
府
は
２
月
５
日
、「
全
世
代
対
応

型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出

し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
う
ち
一
定
所
得
以
上
の
者
の
窓
口
負

担
割
合
を
２
割
と
す
る
な
ど
医
療
保
険

の
給
付
と
負
担
の
見
直
し
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

政
府
は
２
月
５
日
、「
特
定
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給

（
令
和
２
年
10
月
分
概
数
）」
を
公
表
し

た
。
10
月
末
の
病
床
利
用
率
を
み
る
と
、

一
般
病
床
は
67
・
７
％
で
、
前
月
の
70
・

８
％
か
ら
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
前
年

同
月
の
76
・
０
％
と
比
べ
る
と
８
・
３

ポ
イ
ン
ト
低
か
っ
た
。

　

中
医
協
は
２
月
10
日
の
総
会
で
令
和

４
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
審
議
で
参
考

に
す
る
令
和
３
年
の
医
療
経
済
実
態
調

査
の
実
施
案
を
了
承
し
た
。
令
和
元
年

〜
３
年
の
３
か
年
の
い
ず
れ
か
の
同
月

に
つ
い
て
調
べ
る
「
単
月
調
査
」
を
実

施
す
る
か
否
か
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、

春
頃
を
目
処
に
決
定
す
る
。

　　

６
つ
の
国
立
高
度
専
門
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
電
子
化
医
療
情
報
を

活
用
し
た
疾
患
横
断
的
コ
ホ
ー
ト
研
究

情
報
基
盤
整
備
事
業
」
の
成
果
と
し
て
、

「
疾
患
横
断
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
提
言
（
第
一

次
）」
が
２
月
10
日
に
公
表
さ
れ
た
。

　

次
の
10
章
に
わ
け
て
健
康
寿
命
延
伸

の
た
め
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
①
喫

煙
・
受
動
喫
煙
②
飲
酒
③
食
事
④
体
格

⑤
身
体
活
動
⑥
心
理
社
会
的
要
因
⑦
感

染
症
⑧
健
診
・
検
診
の
受
診
と
口
腔
ケ

ア
⑨
成
育
歴
・
育
児
歴
⑩
健
康
の
社
会

的
決
定
要
因
。

　

内
閣
府
は
２
月
12
日
、「
薬
局
の
利

用
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
を
公

表
し
た
。
▽
「
お
薬
手
帳
」
の
利
用
者

の
割
合
は
71
・
１
％
、
▽
「
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
・
薬
局
を
決
め
て
い
る
」
者

は
７
・
６
％
、「
薬
局
は
一
つ
に
決
め
て

い
る
が
、
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
は
決
め

て
い
な
い
」
者
は
18
・
４
％
、「
病
院
や

診
療
所
ご
と
に
そ
の
近
く
に
あ
る
薬
局

に
行
く
」
者
は
57
・
７
％
で
あ
っ
た
。

　

厚
労
省
は
２
月
12
日
、
同
５
日
に
国

会
に
提
出
し
た
健
保
法
等
の
一
部
改
正

法
案
に
よ
り
窓
口
負
担
が
２
割
に
な
る

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
を
閣
議
決
定
し
国
会
に

提
出
し
た
。
集
団
予
防
接
種
の
際
の
注

射
器
の
連
続
使
用
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
者
等
に
対
す
る
給

付
金
及
び
訴
訟
手
当
金
の
請
求
期
限
を

令
和
４
年
１
月
12
日
か
ら
同
９
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
す
る
。
救
済
対
象
者
を

最
大
約
45
万
人
と
見
込
ん
で
い
る
が
、

昨
年
10
月
末
ま
で
の
提
訴
者
が
約
８
万

２
千
人
に
と
ど
ま
る
た
め
。

　

厚
労
省
は
２
月
５
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
２
回
目
の

抗
体
保
有
調
査
の
速
報
結
果
を
公
表
し

た
。
調
査
対
象
は
、
昨
年
６
月
実
施
の

第
１
回
が
３
都
府
県
、
12
月
実
施
の
今

回
が
５
都
府
県
。
抗
体
保
有
者
の
割
合

は
最
も
高
い
東
京
都
で
も
０
・
91
％
に

と
ど
ま
り
、
厚
労
省
は
集
団
免
疫
を
獲

得
し
た
と
は
言
え
な
い
と
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
２
月
５
日
、「
病
院
報
告

MONTHLY
N O T E

マンスリーノート

医療保険等の動き

 2       3
February March

特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

給
付
金
等
の
改
正
法
案
を
提
出

2
月
5
日

【
医
療
】

２
回
目
の
抗
体
保
有
調
査
の

速
報
結
果
を
公
表

2
月
5
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

10
月
末
の
病
床
利
用
率

一
般
病
床
は
67
・
７
％
に
低
下

2
月
5
日

【
医
療
】

令
和
４
年
度
改
定
に
向
け
て
医
療

経
済
実
態
調
査
の
実
施
案
を
了
承

【
診
療
報
酬
】

2
月

10
日

健
保
法
等
の
一
部
改
正
法
案
を

閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出

2
月
5
日

【
医
療
保
険
】

「
お
薬
手
帳
」の
利
用
割
合
は

約
７
割
―
内
閣
府
が
世
論
調
査

2
月

12
日

【
医
療
】

健
康
寿
命
延
伸
へ
疾
患
横
断
的

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
提
言

【
医
療
】

2
月

10
日

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
る
後
期

高
齢
者
の
都
道
府
県
別
割
合
を
示
す

【
医
療
保
険
】

2
月

12
日

26月刊基金 April 2021



で
同
▲
１
・
９
％（
医
療
保
険
分
▲
２
・

４
％
、
各
法
分
▲
０
・
０
％
）。
減
少
幅

は
前
月
の
▲
３
・
９
％
か
ら
２
・
０
ポ

イ
ン
ト
縮
小
し
た
。

　

厚
労
省
は
３
月
３
日
、
被
保
護
者
調

査
（
令
和
２
年
12
月
分
概
数
）
を
公
表

し
た
。
医
療
扶
助
の
人
員
は
１
７
１
万

７
３
１
８
人
で
、
前
年
同
月
と
比
べ
３

万
１
６
９
７
人
（
１
・
８
％
）
減
少
。

一
方
、
介
護
扶
助
の
人
員
は
40
万
９

２
５
７
人
で
、
１
万
４
０
１
人
（
２
・

６
％
）
増
加
し
た
。
生
活
保
護
の
申
請

件
数
は
１
万
７
３
０
８
件
（
前
年
同
月

比
６
・
５
％
増
）
で
、
前
年
同
月
比
は

４
か
月
連
続
で
増
加
し
て
い
る
。

　

日
本
健
康
会
議
は
３
月
４
日
、「
健

康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
」
を
認
定

し
た
。
大
規
模
法
人
部
門
で
１
８
０
１

法
人
（
前
年
は
１
４
７
３
法
人
）、
中
小

規
模
法
人
部
門
で
７
９
３
４
法
人
（
同

４
８
１
１
法
人
）
が
認
定
さ
れ
た
。

等
の
臨
時
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
（
第

18
報
）」
を
発
出
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

回
復
患
者
を
受
け
入
れ
た
事
業
所
に
、

介
護
報
酬
（
退
所
前
連
携
加
算
）
の
特

例
的
な
算
定
を
認
め
る
も
の
。

　

日
本
看
護
協
会
は
２
月
17
日
、
２
０

１
９
年
度
「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
登
録

デ
ー
タ
に
基
づ
く
看
護
職
の
求
職
・
求

人
・
就
職
に
関
す
る
分
析
」
結
果
を
公

表
し
た
。
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
求
人
倍

率
は
２
・
34
倍
で
、
４
年
連
続
で
２
・

３
〜
２
・
４
倍
で
推
移
。
求
職
者
は
直

近
５
年
間
で
は
、
29
歳
以
下
と
50
歳
以

上
が
継
続
し
て
増
加
し
て
お
り
、
60
歳

以
上
は
２
０
１
５
年
度
と
比
べ
る
と

１
・
７
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
の

申
込
状
況
（
２
月
21
日
時
点
）
を
公
表

し
た
。
申
込
数
は
７
万
４
８
３
０
施
設

で
、
全
国
の
医
療
機
関
・
薬
局
22
万
８

後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
に
占
め
る
割

合
（
都
道
府
県
別
）
を
社
保
審
医
療
保

険
部
会
に
提
出
し
た
。
最
高
は
神
奈
川

県
で
28
・
４
％
（
３
割
負
担
と
あ
わ
せ

る
と
39
・
８
％
）、
最
低
は
秋
田
県
で

12
・
６
％
（
同
15
・
４
％
）。
２
・
３
割

負
担
の
対
象
者
数
が
３
割
を
超
え
る
の

は
神
奈
川
の
ほ
か
埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・

愛
知
・
奈
良
の
５
都
県
。
２
割
未
満
は

秋
田
の
ほ
か
青
森
・
岩
手
・
山
形
・
和

歌
山
・
徳
島
・
高
知
・
佐
賀
・
熊
本
・

宮
崎
・
鹿
児
島
の
10
県
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
２
月
14
日
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
薬
事
承

認
し
た
。
同
16
日
付
け
の
厚
労
相
指
示

に
よ
り
、
接
種
の
対
象
者
は
16
歳
以
上

の
者
で
、
実
施
期
間
は
同
17
日
か
ら
来

年
２
月
末
ま
で
と
さ
れ
た
。

　

厚
労
省
は
２
月
16
日
、
事
務
連
絡

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
人
員
基
準

２
７
６
施
設
の
32
・
８
％
。
内
訳
は
病

院
42
・
６
％
、
医
科
診
療
所
24
・
６
％
、

歯
科
診
療
所
27
・
０
％
、
薬
局
50
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
２
月
22
日
、
人
口
動
態
統

計
速
報
（
令
和
２
年
12
月
分
）
を
公
表

し
た
。
令
和
２
年
の
出
生
数
は
前
年
比

２
万
５
９
１
７
人
（
２
・
９
％
）
減
少

し
て
87
万
２
６
８
３
人
で
過
去
最
低
を

更
新
。
ま
た
死
亡
数
は
前
年
比
９
３
７

３
人
（
０
・
７
％
）
少
な
く
１
３
８
万

４
５
４
４
人
で
11
年
ぶ
り
に
減
少
し

た
。

　

支
払
基
金
は
３
月
１
日
、
令
和
２
年

12
月
診
療
分
の
確
定
件
数
・
確
定
金
額

を
公
表
し
た
。
確
定
件
数
は
総
計
９
２

３
２
万
件
で
対
前
年
同
月
伸
び
率
は
▲

10
・
１
％
（
医
療
保
険
分
▲
10
・
３
％
、

各
法
分
▲
９
・
１
％
）。
減
少
幅
は
前

月
の
▲
10
・
３
％
と
ほ
ぼ
同
じ
。
一
方
、

確
定
金
額
は
総
計
１
兆
１
０
９
６
億
円

看
護
職
の
求
職・求
人・就
職
に

関
す
る
分
析
結
果
を
公
表

2
月

17
日

【
医
療
】

回
復
患
者
の
受
け
入
れ
促
進
へ

介
護
報
酬
の
特
例
で
事
務
連
絡

2
月

16
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

医
療
扶
助
は
１
７
１
万
７
３
１
８
人
、

前
年
同
月
と
比
べ
１
・
８
％
減
少

3
月
3
日

【
生
活
保
護
】

令
和
２
年
の
出
生
数
は
87
万

２
６
８
３
人
で
過
去
最
低
を
更
新

2
月
22
日

【
人
口
】

12
月
診
療
分
の
確
定
件
数
は

対
前
年
同
月
比
▲
10
・
１
％

3
月
1
日

【
支
払
基
金
】

ワ
ク
チ
ン
を
薬
事
承
認

実
施
期
間
は
来
年
２
月
末
ま
で

2
月

14
日

【
新
型
コ
ロ
ナ
】

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
等
の
申
込
は

薬
局
で
は
５
割
超
え
る

2
月
21
日
【
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
】

健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
１
を

日
本
健
康
会
議
が
認
定

3
月
4
日

【
健
康
経
営
】

月刊基金 April 202127



　

顔
認
証
技
術
はiPhone

やW
indow

s 

Ｐ
Ｃ
で

は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
代
わ
り
と
し
て
使
わ
れ
始
め
て

い
ま
す
。
医
療
関
係
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
令
和

３
年
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
顔
認
証
付
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
顔
認
証
技
術
の
し
く
み
と
問
題
点

　

正
し
く
機
能
し
て
い
る
顔
認
証
は
、
通
常
の
カ

メ
ラ
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
、
赤
外
線
ド
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
を
備
え
、
カ
メ
ラ
で
の
カ
ラ
ー
画
像
か

ら
顔
を
識
別
し
ま
す
。
そ
し
て
赤
外
線
カ
メ
ラ
で

カ
ラ
ー
画
像
と
同
じ
形
で
顔
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
、
赤
外
線
ド
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
赤
外

線
の
点
を
顔
に
映
し
た
う
え
で
、
赤
外
線
カ
メ
ラ

で
得
ら
れ
た
ド
ッ
ト
の
形
か
ら
３
Ｄ
で
顔
の
形
を

認
識
し
ま
す
。
顔
画
像
と
顔
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
で
機

械
学
習
機
能
を
使
っ
て
識
別
す
る
こ
と
に
よ
り
顔

認
証
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

顔
認
証
は
人
間
で
も
難
し
い
技
術
で
す
。
数
万

人
の
顔
を
覚
え
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

双
子
の
区
別
が
で
き
な
い
、
化
粧
前
と
後
で
別
人

と
認
識
す
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
２
０
１
９
年
に

サ
ム
ス
ン
のG

alaxy S10

は
顔
認
証
を
搭
載
し

顔認証によるセキュリティ～その技術と現状～

よくわかる
情報セキュリティ

社会保険診療報酬支払基金 
情報セキュリティ責任者　
日本ハッカー協会代表理事

杉浦 隆幸 3

ま
し
た
が
、
単
純
な
カ
メ
ラ
の
み
で
あ
っ
た
た
め

に
、
ス
マ
ホ
の
写
真
で
認
証
し
て
し
ま
う
問
題
が

発
覚
し
ま
し
た
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
や
赤
外
線
ド
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
採
用
し
たiPhone

の
顔
認

証
も
、
意
識
の
な
い
人
に
眼
鏡
を
か
け
る
と
、
起

き
て
い
る
と
誤
認
し
て
認
証
成
功
し
た
り
、
親
子

で
似
て
い
る
顔
の
場
合
は
認
証
成
功
し
た
り
、
顔

認
証
三
次
元
マ
ス
ク
を
作
成
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
専
門
家
も
い
ま
し
た
。

●
不
正
行
為
に
よ
る
認
証
を
防
ぐ
技
術

　

こ
の
よ
う
に
顔
認
証
は
、
正
当
性
の
確
認
と
し

て
は
ま
だ
弱
い
技
術
で
十
分
な
研
究
が
さ
れ
て
い

な
い
分
野
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
不
足
、
技
術

力
不
足
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
低
い
安
価
な
パ
ー

ツ
を
実
装
し
て
作
っ
て
し
ま
っ
た
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
で
は
、
写
真
や
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
画
像
・
動

画
で
も
顔
認
証
が
成
功
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
不
正
な
行
為
に
よ
る
認
証
を
防
ぐ
技
術
の

主
た
る
も
の
と
し
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
赤

外
線
ド
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
す
。
赤
外
線
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
で
た
く
さ
ん
の
点
を
投
影
し
、
赤
外
線

カ
メ
ラ
で
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り
顔
の
三
次
元
構

造
を
取
得
し
ま
す
。
顔
認
証
に
よ
る
比
較
対
象
が

平
面
の
場
合
は
、
元
の
三
次
元
情
報
が
得
ら
れ
な

い
た
め
、
三
次
元
的
な
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
写
真
や
ス
マ
ホ
の
映
像
で
は
な
い
こ

と
は
確
認
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ
は
赤
外
線
カ
メ

ラ
で
す
。
こ
の
技
術
を
顔
認
証
で
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
顔
の
形
で
赤
外
線
を
発
し
て
い
な
い
場

合
は
顔
と
し
て
判
定
し
ま
せ
ん
。

　

生
体
認
証
に
は
、
指
紋
や
、
虹
彩
、
静
脈
、
顔

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
指
紋
は
複
製
可
能
で
あ
っ

た
り
、
高
精
細
な
写
真
か
ら
指
紋
を
作
成
し
た
り

と
、
複
製
に
弱
く
、
外
国
に
入
国
す
る
と
き
に
は

採
取
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
虹
彩
や
静

脈
認
証
は
コ
ス
ト
が
高
く
十
分
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
生
体
認
証
の
特
徴
と
し
て
、
認
証
情

報
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
交
換
が
で
き
な
く
ず
っ

と
使
わ
れ
る
と
い
う
弱
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
体
認
証
に
対
す
る
正
当
性
の
評
価
は
非
常

に
重
要
な
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
て
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
変
更

で
き
な
い
た
め
、
偽
物
で
あ
っ
た
場
合
は
、
偽
物

と
認
識
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

●️
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
顔
認
証

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
使
用
し
て
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
顔
認
証
情
報
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
内
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
て

い
る
モ
ノ
ク
ロ
の
顔
写
真
を
元
デ
ー
タ
と
し
て
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
顔
と
比

較
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
認
証
精

度
と
し
て
高
い
と
い
え
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
部
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
は
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
搭
載
し
て
お
ら
ず
、
ス
マ
ホ
の
写
真
で
認
証

成
功
す
る
た
め
、
仕
様
の
変
更
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
顔
認
証
と
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
の
技
術
で
す
が
、「
資
格
確
認
」
と
い
う
意
味

で
は
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
写
真
の
無
い
保
険

証
で
の
認
証
よ
り
は
格
段
に
精
度
が
上
が
っ
た
と

い
え
ま
す
。

写真：Windowsの顔認証カメラ
で顔認証時に赤外線ドットプロ
ジェクタの光を赤外線が映るカ
メラで撮影

28月刊基金 April 2021



支払基金では、4月1日付けで人事異動を行い、新たに11名が支部長に就任しました。
11名の支部長について、それぞれのプロフィールのほか「自己紹介」および「座右の銘」を紹介します。
これからどうぞよろしくお願いします。

新任支部長の紹介

　このたび令和３年４月１日付けで清谷哲朗氏の後任として理事に就任
いたしました。
　昭和59年に神戸大学医学部卒業後すぐに公衆衛生を専攻し、厚生労働省医系技官として、保健所や
検疫所といった第一線の現場業務、県庁行政の幹部、内閣府での政府全体の政策調整も含む国行政の
幹部など、医療行政や病院経営分野等を中心に行政を30数年間経験してまいりました。支払基金に関
しては広島県支部において内科担当審査委員および幹事会参与を経験、審査委員の皆さまには各県庁
および国立病院機構本部在職中に大変お世話になった先生方が数多くいらっしゃいますので、このた
び仕事をご一緒できますことをとても嬉しく思っております。
　さて、支払基金では業務の効率化・高度化と審査の充実を目指す改革が進行中で、中でもクラウド
化の採用やAIによる振分け機能の導入などを図る審査支払新システムの本格稼働が目前に控えていま
す。新システムへのスムーズな移行や審査結果の不合理な差異の解消に向けては、現場に赴き、第一
線に立たれている審査委員や職員の皆さまとの積極的な対話を行って現状を認識し、課題と改革意識
を共有しながら進めることが肝要と思っております。また、支払基金を取り巻く、多くの関係者との
相互理解を深めることも重要な中、私はワインエキスパートや日本酒の利き酒師等の資格も有してお
りますので、新型コロナ禍終息後はその知識や経験も活かし、勤務時間外も活用しながら関係者間の
丁寧な調整を行っていきたいと考えております。
　微力ではございますが、神田理事長のもと関係者の皆さま方のご協力とご支援をいただきながら、
支払基金の業務効率化・高度化と審査の充実を通じて、わが国の医療の質の一層の向上に全力を尽く
してまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

理事就任のごあいさつ
理事  山本 光昭

 

自
己
紹
介

　

こ
の
た
び
山
形
支
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

職
員
の
皆
様
と
は
一
日
で
も
早

く
溶
け
込
み
、
今
後
の
支
払
基
金
改

革
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
中

で
、
円
滑
な
支
部
の
事
業
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
気
楽
に
話
か
け

ら
れ
る
よ
う
、
審
査
委
員
の
先
生
方

や
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
明
る
く
、
活
気
の
あ
る

支
部
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。座

右
の
銘

　
「
有
言
実
行
」

　

口
に
出
し
た
か
ら
に
は
、
計
画
倒

れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

決
し
て
途
中
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、

必
ず
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山形支部長

中
な か や

谷 敏
と し か ず

一
前　職

北海道支部
審査業務部長
出身地
北海道

採用支部
北海道

月刊基金 April 202129



 

自
己
紹
介

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
東
京
支
部

勤
務
と
な
り
、
こ
の
た
び
副
支
部
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

東
京
支
部
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
新

た
な
立
場
で
支
払
基
金
改
革
・
支
部

集
約
等
の
課
題
に
対
し
着
実
に
取

り
組
み
、
円
滑
な
事
業
運
営
の
た
め

微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

趣
味
は
、
１
級
船
舶
免
許
を
持
っ
て

お
り
、
レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
で
の
海
釣

り
で
す
。
釣
果
は
と
も
か
く
大
海
原

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
思
い
立
っ
た
が
吉
日
」

　

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
気
持
ち
よ
く
取
り

か
か
れ
る
よ
う
、
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
言
葉
で
す
。

東京支部副支部長

 

自
己
紹
介

　

３
度
目
の
転
勤
に
し
て
初
め
て
の

単
身
赴
任
に
な
り
ま
す
。
山
の
如

く
出
身
地
か
ら
動
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
新
し
い
環
境
に
１
日
も

早
く
慣
れ
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
の
対

話
を
通
じ
て
、
目
下
の
改
革
に
一
緒

に
向
き
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
本
質
に
お
い
て
一
致
、
行
動
に

お
い
て
自
由
、
す
べ
て
に
お
い
て
信

頼
」

　

こ
の
言
葉
を
知
っ
た
時
か
ら
心
に

と
ど
め
て
い
ま
す
。
理
念
・
目
的
を

共
有
化
し
た
ら
、
自
由
に
行
動
さ

せ
、
信
頼
し
て
任
せ
る
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山梨支部長
 

自
己
紹
介

　

兵
庫
支
部
で
阪
神
大
震
災
を
経

験
し
、
以
来
、
色
々
な
意
味
で
「
当

た
り
前
」
に
対
す
る
価
値
観
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　

支
払
基
金
が
、
改
め
て
医
療
保

険
制
度
や
国
民
の
健
康
管
理
の
分

野
に
お
い
て
、「
当
た
り
前
の
存
在
」

に
な
れ
る
よ
う
に
、
職
責
を
全
う
す

る
所
存
で
す
。座

右
の
銘

　
「
感
謝
は
人
を
優
し
く
す
る
」

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
出
来
事
や
出

会
っ
た
方
々
の
お
陰
で
、
今
の
自
分

が
あ
り
ま
す
。
常
に
感
謝
を
忘
れ

ず
、
人
に
優
し
く
、
些
細
な
こ
と
に

も
気
を
配
れ
る
よ
う
心
が
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

大阪支部副支部長

 

自
己
紹
介

　

こ
の
た
び
鳥
取
支
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
幼
少
期
か
ら
高
校
、
社

会
人
と
続
け
て
き
た
野
球
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
精
神
力
を
活
か
し
て
、

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
ク
オ
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
組
織
や
共
に
働
く
職
員
に
価

値
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待

つ
」

　

力
の
限
り
を
尽
く
し
て
や
り
遂
げ

た
後
は
、
運
を
天
に
任
せ
る
と
い
う

意
味
で
す
が
、
物
事
の
成
り
行
き

は
、
人
智
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ

り
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
て
も
後

悔
は
し
な
い
と
い
う
覚
悟
を
示
し
た

も
の
で
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
組
織
で
在
り
続
け
る

た
め
に
「
汗
を
か
く
こ
と
」
を
忘
れ

な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

鳥取支部長

 

自
己
紹
介

　

前
任
地
で
は
自
転
車
を
購
入
し
、

天
気
が
よ
け
れ
ば
博
多
の
街
を
駆
け

巡
っ
て
い
ま
し
た
。
風
を
感
じ
、
新

緑
を
深
呼
吸
す
る
な
ど
、
自
然
に
親

し
む
こ
と
が
好
き
で
す
。
島
根
の
地

で
も
自
然
を
愛
し
、
出
会
う
人
々
と

の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「Stay hungry,stay foolish.

」

　

ア
ッ
プ
ル
創
業
者
の
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
卒
業
式
で
述
べ
た

言
葉
で
す
。
常
に
探
求
心
を
持
ち
、

了
見
を
広
く
持
ち
、
迷
わ
ず
信
じ
た

道
を
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

島根支部長

菅
す が わ ら

原 和
か ず や

也
前　職
東京支部

審査業務第１部長
出身地
岩手県

採用支部
山梨

富
と み

澤
ざ わ

　洋
ひろし

前　職
神奈川支部
審査企画部長

出身地
神奈川県

採用支部
東京

飯
い い だ

田 英
ひ で お

雄
前　職
兵庫支部
総務部長

出身地
兵庫県

採用支部
兵庫

山
や ま も と

本 達
た つ や

也
前　職
基金本部

経営企画部次長
出身地
島根県

採用支部
島根

白
し ら い し

石 圭
け い す け

輔
前　職
福岡支部
総務部長

出身地
愛媛県

採用支部
東京
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自
己
紹
介

　

2
度
目
の
転
勤
で
山
口
支
部
へ

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
迎

え
る
支
払
基
金
の
大
き
な
改
革
の
波

を
、
維
新
の
地
、
山
口
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。座

右
の
銘

　
「
為
せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
何
事
も
、
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ

成
り
け
り
」

　

短
く
す
る
と
「
為
せ
ば
成
る
」

又
は
「
為
さ
ず
ん
ば
成
ら
ず
」
で
す

が
、
物
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
、

と
か
く
人
の
せ
い
に
し
が
ち
な
自
分

に
問
う
言
葉
で
す
。
大
切
な
の
は
行

動
す
る
こ
と
。

山口支部長

 

自
己
紹
介

　

こ
の
た
び
徳
島
支
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
で
4
回
目
（
本
部

→

静
岡→

本
部
）
の
転
勤
と
2
回
目

の
単
身
赴
任
と
な
り
ま
す
。
体
重

が
増
え
、
痛
風
の
発
症
が
気
に
な
り

ま
す
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
風
通
し
の

良
い
職
場
を
目
指
し
て
、
審
査
の
充

実
等
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

　

人
は
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
知
識

や
技
能
を
身
に
付
け
ま
す
が
、
反

面
、
慣
れ
や
お
ご
り
が
出
て
き
ま
す

の
で
、
物
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃

の
常
に
真
剣
で
謙
虚
な
気
持
ち
を

持
っ
て
、
仕
事
に
人
に
接
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

徳島支部長
 

自
己
紹
介

　

こ
の
た
び
高
知
支
部
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
職
員
と
向
き
合
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

工
程
表
に
係
る
具
体
的
な
改
革
に

向
け
て
チ
ー
ム
力
を
向
上
さ
せ
、
よ

り
主
体
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
誠
心
誠
意
」

　

 

意
味
は
「
嘘
偽
り
な
く
、
真
心

を
も
っ
て
相
手
に
接
す
る
こ
と
」
で

す
。
チ
ー
ム
力
を
向
上
さ
せ
る
に

は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
真
心
を

も
っ
て
対
応
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高知支部長

 

自
己
紹
介

　

生
ま
れ
や
勤
務
地
は
関
東
で
す

が
、
今
後
は
私
自
身
が
早
く
長
崎
人

と
な
っ
て
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

「
期
待
感
」
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
以
心
伝
心
」

　

文
字
や
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も
、

お
互
い
の
心
と
心
で
通
じ
合
う
こ
と

で
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
相
手
を
良
く

思
っ
て
い
る
心
が
通
じ
る
面
と
、
逆

に
悪
く
思
っ
て
い
る
こ
と
も
通
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
接
す
る
す

べ
て
の
人
を
良
く
思
う
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

長崎支部長

 

自
己
紹
介

　

こ
の
た
び
宮
崎
支
部
に
着
任
し
ま

し
た
。
愛
知
支
部
に
入
所
し
、
岡
山

支
部
、
大
阪
支
部
を
経
て
４
支
部
目

の
赴
任
と
な
り
ま
す
。
赴
任
す
る
た

び
に
、
初
心
を
思
い
起
こ
し
、
謙
虚

な
気
持
ち
で
す
べ
て
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

座
右
の
銘

　
「
冷
静
さ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
の
両

立
・
バ
ラ
ン
ス
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
、
日
々
、
仕
事
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
迷
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
何
事
に
も
前
向

き
に
一
生
懸
命
取
組
み
ま
す
。

宮崎支部長

滝
た き み

見 知
と も

之
ゆ き

前　職
基金本部
業務部次長

出身地
北海道

採用支部
北海道

小
お が わ

川 一
か ず み

実
前　職
基金本部

番号制度情報管理部長
出身地
千葉県

採用支部
千葉

大
お お め

目 恭
き ょ う じ

司
前　職
茨城支部

審査業務部長

出身地
神奈川県

採用支部
神奈川

榊
さかき

原
ば ら

 一
か ず よ し

好
前　職
大阪支部

審査企画部長
出身地
三重県

採用支部
愛知

飯
い い

沼
ぬ ま

 伸
し ん ご

吾
前　職

 埼玉支部
審査業務部長
出身地
千葉県

採用支部
東京
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退職・退任等	 	 前職名	
退　職 早田龍一郎 本　部 人事部長

　〃 吉 澤　 茂 〃 監査室長

退　任 秋元　文雄 北海道 支部長

　〃 斉藤　良一 山　形 　〃

　〃 金丸　浩一 東　京 　〃

　〃 大橋　章浩 神奈川 　〃

　〃 牧山　誠二 新　潟 　〃

　〃 高橋　敏浩 山　梨 　〃

　〃 小田島成之 兵　庫 　〃

　〃 菅原　准一 鳥　取 　〃

　〃 横島　和治 岡　山 　〃

　〃 田中　秀樹 徳　島 　〃

　〃 高野　泰幸 宮　崎 　〃

　〃 高輪　朋海 沖　縄 　〃

辞　職 西谷　義則 本　部 審査企画部分析評価室長

　〃 山崎　雅史 埼　玉 総務部長

退　職 新関　正彦 千　葉 　〃

　〃 冨田　満夫 京　都 審査業務部長

新職名	 	 前職名	
鳥　取 支部長 山本　達也 本　部 経営企画部次長

島　根 　〃 白石　圭輔 福　岡 総務部長

岡　山 　〃 周治　智美 高　知 支部長

広　島 　〃 羽田　聖司 茨　城 　〃

山　口 　〃 滝見　知之 本　部 業務部次長

徳　島 　〃 小川　一実 〃 番号制度情報管理部長

高　知 　〃 大目　恭司 茨　城 審査業務部長

長　崎 　〃 飯沼　伸吾 埼　玉 　〃

熊　本 　〃 伯川　博文 島　根 支部長

宮　崎 　〃 榊原　一好 大　阪 審査企画部長

沖　縄 　〃 黒島　健作 長　崎 支部長

東　京 副支部長 菅原　和也 東　京 審査業務第１部長

大　阪 　〃 飯田　英雄 兵　庫 総務部長

本　部 経営企画部次長 高尾　純子 本　部 システム部システム管理課長

〃 　〃 川 島　 洋 静　岡 審査業務部事業管理課長

〃 総務財政部次長 上野　正恵 本　部 総務厚生部次長

〃 　〃 高橋　尚也 〃 経理部次長

〃 　〃 鈴木　朋之 茨　城 庶務課長

〃 人事部次長 石井　直樹 本　部 人事部人事課長

〃 事業統括部次長 稲垣　圭子 〃 人事部ダイバーシティ推進室長

〃 　〃 岡本　青史 〃 業務部業務管理課長

〃 審査統括部次長 横山　新一 〃 審査企画部次長

〃 　〃 飯田　美和 〃 　〃

〃 　〃 志村　啓治 〃 審査企画部特別審査委員会室長

〃 　〃 坂 本　 到 〃 審査企画部医科審査運営課長

〃 システム部次長 阿部　和博 福　島 庶務課長

〃 情報化企画部次長 上 村　 靖 本　部 オンライン資格確認等システム
開発準備室次長

〃 分析評価部次長 城岡　博幸 〃 審査企画部分析評価室統計管理
課長

〃 情報化支援部次長 伊 藤　 宏 〃 総務厚生部職員厚生課付

〃 財政調整事業部次長 菱沼　則幸 〃 高齢者医療部次長

〃 　〃 鈴木　雅彦 〃 監査室監査課長

北海道 審査企画部長 東野　英嗣 宮　城 総務部庶務課長

〃 審査業務部長 山 口　 学 北海道 審査企画部長

茨　城 　〃 那須野　清 本　部 経営企画部広報室長

埼　玉 総務部長 中満　政治 熊　本 事業管理課長

〃 審査業務部長 藤井　之人 東　京 審査業務第１部審査業務第１課
長

千　葉 総務部長 大野　孝夫 千　葉 審査業務部長

〃 審査企画部長 中田　広樹 本　部 経理部次長

〃 審査業務部長 小海　正範 埼　玉 審査企画部事業管理課長

東　京 審査業務第１部長 後藤　洋一 東　京 審査業務第２部長

〃 審査業務第２部長 近　 圭 司 北海道 審査業務部審査業務第７課長

神奈川 審査企画部長 古川　博明 本　部 業務部事業費管理室長

〃 審査業務部長 近藤　勝男 鹿児島 審査業務第１課長

愛　知 審査企画部長 成 田　 稔 広　島 総務部長

京　都 審査業務部長 山岡かおる 愛　知 審査企画部長

大　阪 審査企画部長 岡安　弘克 兵　庫 総務部庶務課長

兵　庫 総務部長 下段　智弘 本　部 高齢者医療部次長

広　島 　〃 兼 保　 努 広　島 総務部庶務課長

福　岡 　〃 岡部　英子 千　葉 審査企画部長

●令和3年3月31日付

新職名 前職名	
本　部 審議役 綿引　正光 本　部 総務厚生部長

〃 　〃 加 瀬　 勝 〃 審査企画部長

〃 総務財政部長 飯田　陽介 〃 経理部長

〃 人事部長 本 田　 明 大　阪 支部長

〃 事業統括部長 山田　文彦 本　部 業務部長

〃 審査統括部長 石川　栄子 〃 審査企画部次長

〃 情報化企画部長 上田　尚弘 〃 オンライン資格確認等システム
開発準備室長

〃 分析評価部長事務取扱 真鍋　伸子 〃 審議役

〃 情報化支援部長 佐々　雄二 〃 オンライン資格確認等システム
開発準備室医療情報化支援専門役

〃 財政調整事業部長 高橋　雄二 〃 退職者医療・介護保険部長

〃 監査部長 森山伊久夫 － 厚生労働省保険局保険課長補佐

北海道 支部長 平　ゆかり 石　川 支部長

山　形 　〃 中谷　敏一 北海道 審査業務部長

茨　城 　〃 黒木　眞一 東　京 副支部長

群　馬 　〃 鷲 巣　 宏 岐　阜 支部長

東　京 　〃 藤井　正則 広　島 　〃

神奈川 　〃 長洲　智彦 本　部 審議役

新　潟 　〃 柴田　泰浩 群　馬 支部長

石　川 　〃 吉 村　 毅 熊　本 　〃

山　梨 　〃 富 澤　 洋 神奈川 審査企画部長

岐　阜 　〃 西村　里香 山　口 支部長

大　阪 　〃 高 橋　 一 本　部 審議役

兵　庫 　〃 藤田　浩史 大　阪 副支部長

●令和3年4月1日付

支払基金の人事異動（審議役・支部長・部長等）
退職・退任等	 	 前職名	

辞　職  十文字伸幸 本　部 高齢者医療部長

●令和3年3月30日付
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

 2月  1日 　11月診療分の件数は対前年同月伸び率で10.3%減少　～確定金額は3.9%減少～

 2月22日 　審査情報提供事例（医科・歯科）を追加

 2月25日 　2月定例記者会見を開催

議　題

　１　議事

⑴　支払基金定款の一部変更（案）

⑵　令和2事業年度一般会計収入支出予算変更（案）

⑶　令和3事業年度社会保険診療報酬支払基金事業

計画（案）

⑷　令和3事業年度審査支払会計収入支出予算（案）

⑸　保険者との契約の改定（案）

⑹　令和2事業年度特定B型肝炎ウイルス感染者給

付金等支給関係特別会計収入支出予算等の一部変

更（案）

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

 2月  1日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新

　 統計情報に確定状況及び収納状況（令和2年11月診療分）を追加

　 統計月報（令和2年11月診療分）を掲載

　 基本マスター（医科診療行為）を更新

　 医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新

 2月  4日 基本マスター（医科診療行為）を更新

 2月  5日 保険者の異動について（2021年1月分）を掲載

 2月  8日 「第28回審査に関する支部間差異解消のための歯科検討委員会」及び「第21回審査情報提供歯科検討委員会」

を開催

 2月  9日 令和2年度全国基金医療顧問等会議を開催

 2月10日 「第38回審査情報提供検討委員会」を開催

 月刊基金「令和3年2月号」を掲載

 2月17日 基本マスター（医薬品）を更新

 2月19日 経過措置医薬品情報を更新

 2月25日 医療費の動向を掲載

 2月26日 基本マスター（特定器材）を更新

 2月理事会は2月22日に開催され、議題は次のとおりでした。

２　報告事項

⑴　第24次審査情報提供（医科）及び第19次審査情

報提供（歯科）

⑵　医療費の動向（令和2年7月～ 9月診療分　医

科・歯科・調剤）～被用者保険等分～

３　定例報告

⑴　令和2年12月審査分の審査状況

⑵　令和3年2月審査分の特別審査委員会取扱状況

⑶　令和3年1月理事会議事録の公表

４　その他

　令和4年度新規職員採用計画
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